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(57)【要約】
【課題】イントラ予測を行う場合の符号化効率を向上さ
せる。
【解決手段】候補予測画像生成部４１は、符号化対象の
画像のうちのPUに対して複数のイントラ予測モードのイ
ントラ予測処理を行い、予測画像を生成する。予測モー
ド判定部４３は、イントラ予測処理の対象のPUの最適イ
ントラ予測モードを判定する。MostProbableMode生成部
５１は、周辺最適イントラ予測モードを用いてMostProb
ableModeを生成する。差分モード生成部５２は、イント
ラ予測処理の対象のPUの最適イントラ予測モードの番号
とMostProbableModeの差分を示す最適差分イントラ予測
モード情報を生成する。イントラスキップ判定部４５は
、最適差分イントラ予測モード情報を伝送する。本技術
は、例えば、符号化装置に適用することができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　符号化対象ブロックの周辺ブロックの最適イントラ予測モードを用いて、前記符号化対
象ブロックの最適イントラ予測モードの予測値を生成する予測値生成部と、
　前記符号化対象ブロックの最適イントラ予測モードと、前記予測値生成部により生成さ
れた前記符号化対象ブロックの最適イントラ予測モードの予測値の差分を生成する差分生
成部と、
　前記差分生成部により生成された前記差分を伝送する伝送部と
　を備える符号化装置。
【請求項２】
　前記符号化対象ブロックに対する予測画像の方向が隣り合う前記イントラ予測モードは
、連続する値である
　請求項１に記載の符号化装置。
【請求項３】
　前記伝送部は、前記差分生成部により生成された前記差分がゼロである場合、前記差分
の伝送を停止する
　請求項１に記載の符号化装置。
【請求項４】
　前記符号化対象ブロックと、前記符号化対象ブロックに対する前記符号化対象ブロック
の最適イントラ予測モードのイントラ予測処理により生成される前記予測画像との差分を
残差情報として演算する演算部と、
　前記演算部により演算された前記残差情報に対して直交変換を施す直交変換部と
　をさらに備え、
　前記伝送部は、前記差分と前記直交変換部による直交変換の結果得られる係数を伝送し
、前記係数と前記差分がゼロである場合、前記係数と前記差分の伝送を停止する
　請求項３に記載の符号化装置。
【請求項５】
　前記予測値生成部は、前記符号化対象ブロックの複数の周辺ブロックの最適イントラ予
測モードのうちの最も小さいものを、前記符号化対象ブロックの最適イントラ予測モード
の予測値として生成する
　請求項１に記載の符号化装置。
【請求項６】
　前記伝送部は、前記差分を可逆符号化して伝送する
　請求項１に記載の符号化装置。
【請求項７】
　前記符号化対象ブロックに対して複数のイントラ予測モードのイントラ予測処理を行い
、予測画像を生成する予測画像生成部と、
　前記予測画像生成部により生成された前記予測画像と前記符号化対象ブロックに基づい
て、前記複数のイントラ予測モードのうちの所定のイントラ予測モードを前記符号化対象
ブロックの最適イントラ予測モードと判定する判定部と
　をさらに備える
　請求項１に記載の符号化装置。
【請求項８】
　符号化装置が、
　符号化対象ブロックの周辺ブロックの最適イントラ予測モードを用いて、前記符号化対
象ブロックの最適イントラ予測モードの予測値を生成する予測値生成ステップと、
　前記符号化対象ブロックの最適イントラ予測モードと、前記予測値生成ステップの処理
により生成された前記符号化対象ブロックの最適イントラ予測モードの予測値の差分を生
成する差分生成ステップと、
　前記差分生成ステップの処理により生成された前記差分を伝送する伝送ステップと
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　を含む符号化方法。
【請求項９】
　符号化装置から送信されてくる、復号対象ブロックの最適なイントラ予測モードと、前
記復号対象ブロックの周辺ブロックの最適なイントラ予測モードを用いて生成された前記
復号対象ブロックの最適なイントラ予測モードの予測値との差分を受信する受信部と、
　前記周辺ブロックの最適なイントラ予測モードを用いて、前記復号対象ブロックの最適
なイントラ予測モードの予測値を生成する予測値生成部と、
　前記受信部により受信された前記差分と、前記予測値生成部により生成された前記復号
対象ブロックの最適なイントラ予測モードの予測値を演算することにより、前記復号対象
ブロックの最適なイントラ予測モードを生成するイントラ予測モード生成部と
　を備える復号装置。
【請求項１０】
　前記復号対象ブロックに対する予測画像の方向が隣り合う前記イントラ予測モードは、
連続する値である
　請求項９に記載の復号装置。
【請求項１１】
　前記符号化装置は、前記差分がゼロである場合、前記差分の伝送を停止し、
　前記イントラ予測モード生成部は、前記符号化装置が前記差分の伝送を停止する場合、
前記予測値生成部により生成された前記復号対象ブロックの最適なイントラ予測モードの
予測値を前記復号対象ブロックの最適なイントラ予測モードとして生成する
　請求項９に記載の復号装置。
【請求項１２】
　前記復号対象ブロックに対して、前記イントラ予測モード生成部により生成された前記
復号対象ブロックの最適なイントラ予測モードのイントラ予測処理を行い、予測画像を生
成する予測画像生成部と、
　前記予測画像生成部により生成された前記予測画像と前記復号対象ブロックを加算する
ことにより、前記復号対象ブロックを復号する加算部
　をさらに備え、
　前記符号化装置は、前記差分と前記復号対象ブロックを伝送し、前記差分と前記復号対
象ブロックがゼロである場合、前記差分と前記復号対象ブロックの伝送を停止し、
　前記加算部は、前記符号化装置が前記復号対象ブロックの伝送を停止する場合、前記予
測画像生成部により生成された前記予測画像を前記復号対象ブロックの復号結果とする
　請求項１１に記載の復号装置。
【請求項１３】
　前記予測値生成部は、複数の前記周辺ブロックの最適なイントラ予測モードのうちの最
も小さいものを、前記復号対象ブロックの最適なイントラ予測モードの予測値として生成
する
　請求項９に記載の復号装置。
【請求項１４】
　可逆符号化された前記差分を可逆復号する可逆復号部
　をさらに備え、
　前記受信部は、可逆符号化された前記差分を受信する
　請求項９に記載の復号装置。
【請求項１５】
　前記復号対象ブロックに対して、前記イントラ予測モード生成部により生成された前記
復号対象ブロックの最適なイントラ予測モードのイントラ予測処理を行い、予測画像を生
成する予測画像生成部
　をさらに備える
　請求項９に記載の復号装置。
【請求項１６】
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　復号装置が、
　符号化装置から送信されてくる、復号対象ブロックの最適なイントラ予測モードと、前
記復号対象ブロックの周辺ブロックの最適なイントラ予測モードを用いて生成された前記
復号対象ブロックの最適なイントラ予測モードの予測値との差分を受信する受信ステップ
と、
　前記周辺ブロックの最適なイントラ予測モードを用いて、前記復号対象ブロックの最適
なイントラ予測モードの予測値を生成する予測値生成ステップと、
　前記受信ステップの処理により受信された前記差分と、前記予測値生成ステップの処理
により生成された前記復号対象ブロックの最適なイントラ予測モードの予測値を演算する
ことにより、前記復号対象ブロックの最適なイントラ予測モードを生成するイントラ予測
モード生成ステップと
　を含む復号方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、符号化装置および符号化方法、並びに復号装置および復号方法に関し、特に
、イントラ予測を行う場合の符号化効率を向上させることができるようにした符号化装置
および符号化方法、並びに復号装置および復号方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、画像情報をデジタルとして取り扱い、その際、効率の高い情報の伝送、蓄積を目
的とし、画像情報特有の冗長性を利用して、離散コサイン変換等の直交変換と動き補償に
より圧縮するMPEG（Moving Picture Experts Group phase）などの方式を採用して画像を
圧縮符号する装置が普及しつつある。
【０００３】
　特に、MPEG2（ISO/IEC 13818-2）は、汎用画像符号化方式として定義されており、飛び
越し走査画像及び順次走査画像の双方、並びに標準解像度画像及び高精細画像を網羅する
標準で、プロフェッショナル用途及びコンシューマ用途の広範なアプリケーションに現在
広く用いられている。MPEG2圧縮方式を用いることにより、例えば720×480画素を持つ標
準解像度の飛び越し走査画像であれば4乃至8Mbps、1920×1088画素を持つ高解像度の飛び
越し走査画像であれば18乃至22Mbpsの符号量（ビットレート）を割り当てることで、高い
圧縮率と良好な画質の実現が可能である。
【０００４】
　このMPEG2は主として放送用に適合する高画質符号化を対象としていたが、MPEG1より低
い符号量（ビットレート）、つまりより高い圧縮率の符号化方式には対応していない。し
かしながら、携帯端末の普及により、今後、そのような符号化方式のニーズは高まると思
われ、これに対応してMPEG4符号化方式の標準化が行われた。例えば、MPEG4の画像符号化
方式に関しては、1998年12月にISO/IEC 14496-2として、その規格が国際標準に承認され
ている。
【０００５】
　更に、近年、テレビ会議用の画像符号化を目的として、H．26L (ITU-T Q6/16 VCEG(Vid
eo Coding Expert Group)）という標準の規格化が進んでいる。H．26LはMPEG2やMPEG4と
いった従来の符号化方式に比べ、その符号化、復号化により多くの演算量が要求されるも
のの、より高い符号化効率が実現されることが知られている。また、現在、MPEG4の活動
の一環として、このH．26Lをベースに、H．26Lではサポートされない機能をも取り入れ、
より高い符号化効率を実現する標準化がJoint Model of Enhanced-Compression Video Co
dingとして行われている。これは、2003年3月にH．264/MPEG-4 Part10 Advanced Video C
oding（以下H．264/AVCという）という名で国際標準となっている。
【０００６】
　更に、その拡張として、RGBや4:2:2、4:4:4といった業務用に必要な符号化ツールや、M
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PEG-2で規定されていた8×8DCT（Discrete Cosine Transform）や量子化マトリクスをも
含んだH．264/AVC FRExt(Fidelity Range Extension)の標準化が、2005年2月に完了して
いる。これにより、H．264/AVC方式は、映画に含まれるフィルムノイズをも良好に表現す
ることが可能な符号化方式となり、Blu-Ray Discのアプリケーション等の幅広いアプリケ
ーションに採用される運びとなった。
【０００７】
　しかしながら、昨今、ハイビジョン画像の４倍の、4000×2000画素程度の画像を圧縮し
たい、あるいは、インターネットのような限られた伝送容量の環境においてハイビジョン
画像を配信したいといった、更なる高圧縮率符号化に対するニーズが高まっている。この
ため、ITU-T傘下のVCEGにおいて、符号化効率の改善に関する検討が継続して行われてい
る。
【０００８】
　ところで、H．264/AVC方式の輝度信号のイントラ予測モードには、９種類の４×４イン
トラ予測モードおよび８×８イントラ予測モード、並びに４種類の１６×１６イントラ予
測モードがあり、色差信号のイントラ予測モードには、４種類の８×８イントラ予測モー
ドがある。輝度信号の４×４イントラ予測モードおよび８×８イントラ予測モードについ
ては、４×４画素および８×８画素の輝度信号のブロック毎に１つのイントラ予測モード
が定義される。輝度信号の16×16イントラ予測モードと色差信号のイントラ予測モードに
ついては、１つのマクロブロックに対して１つの予測モードが定義される。
【０００９】
　また、H．264/AVC方式では、4000×2000画素といった、より高解像度の画像に対しては
、マクロブロックのサイズを32×32画素、64×64画素等に拡張して符号化処理を行うこと
で、符号化効率を向上させることが可能である。マクロブックの拡張をイントラスライス
に適用した例については、例えば非特許文献１に記載されている。
【００１０】
　一方、現在、H．264/AVCより更に符号化効率を向上させることを目的として、ITU-Tと
、ISO/IECの共同の標準化団体であるJCTVC(Joint Collaboration Team  Video Coding)に
より、HEVC（High Efficiency Video Coding）と呼ばれる符号化方式の標準化が進行して
おり、2010年9月現在、ドラフトとして、非特許文献２が発行されている。
【００１１】
　HEVC方式では、H.264/AVC方式に比べてイントラ予測モードのモード数が増加しており
、イントラ予測モードの最大モード数は34である。また、HEVC方式において、H．264/AVC
方式と同様に、MostProbableModeとイントラ予測処理の対象のブロックのイントラ予測モ
ードが一致する場合、一致することを示すフラグを画像圧縮情報に含め、一致しない場合
、イントラ予測モードそのものを画像圧縮情報に含めることが提案されている。なお、Mo
stProbableModeとは、イントラ予測処理の対象のブロックの周辺ブロックのイントラ予測
モードのうちの最も小さいものである。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１２】
【非特許文献１】“Intra coding using extended block size”,VCEG-AL28,2009年7月
【非特許文献２】“Test Model under Consideration”,JCTVC-B205,21-28 July,2010
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、HEVC方式のようにイントラ予測モードのモード数が多い方式では、Most
ProbableModeとイントラ予測処理の対象のブロックのイントラ予測モードが一致する確率
は低い。従って、MostProbableModeとイントラ予測処理の対象のブロックのイントラ予測
モードが一致しない場合にイントラ予測モードそのものが画像圧縮情報に含められると、
符号化効率が低下する。
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【００１４】
　本技術は、このような状況に鑑みてなされたものであり、イントラ予測を行う場合の符
号化効率を向上させることができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本技術の第１の側面の符号化装置は、符号化対象ブロックの周辺ブロックの最適イント
ラ予測モードを用いて、前記符号化対象ブロックの最適イントラ予測モードの予測値を生
成する予測値生成部と、前記符号化対象ブロックの最適イントラ予測モードと、前記予測
値生成部により生成された前記符号化対象ブロックの最適イントラ予測モードの予測値の
差分を生成する差分生成部と、前記差分生成部により生成された前記差分を伝送する伝送
部とを備える符号化装置である。
【００１６】
　本技術の第１の側面の符号化方法は、本技術の第１の側面の符号化装置に対応する。
【００１７】
　本技術の第１の側面においては、符号化対象ブロックの周辺ブロックの最適イントラ予
測モードを用いて、前記符号化対象ブロックの最適イントラ予測モードの予測値が生成さ
れ、前記符号化対象ブロックの最適イントラ予測モードと、前記符号化対象ブロックの最
適イントラ予測モードの予測値の差分が生成され、前記差分が伝送される。
【００１８】
　本技術の第２の側面の復号装置は、符号化装置から送信されてくる、復号対象ブロック
の最適なイントラ予測モードと、前記復号対象ブロックの周辺ブロックの最適なイントラ
予測モードを用いて生成された前記復号対象ブロックの最適なイントラ予測モードの予測
値との差分を受信する受信部と、前記周辺ブロックの最適なイントラ予測モードを用いて
、前記復号対象ブロックの最適なイントラ予測モードの予測値を生成する予測値生成部と
、前記受信部により受信された前記差分と、前記予測値生成部により生成された前記復号
対象ブロックの最適なイントラ予測モードの予測値を演算することにより、前記復号対象
ブロックの最適なイントラ予測モードを生成するイントラ予測モード生成部とを備える復
号装置である。
【００１９】
　本技術の第２の側面の復号方法は、本技術の第２の側面の復号装置に対応する。
【００２０】
　本技術の第２の側面においては、符号化装置から送信されてくる、復号対象ブロックの
最適なイントラ予測モードと、前記復号対象ブロックの周辺ブロックの最適なイントラ予
測モードを用いて生成された前記復号対象ブロックの最適なイントラ予測モードの予測値
との差分が受信され、前記周辺ブロックの最適なイントラ予測モードを用いて、前記復号
対象ブロックの最適なイントラ予測モードの予測値が生成され、前記差分と、前記復号対
象ブロックの最適なイントラ予測モードの予測値が演算されることにより、前記復号対象
ブロックの最適なイントラ予測モードが生成される。
【００２１】
　なお、第１の側面の符号化装置および第２の側面の復号装置は、コンピュータにプログ
ラムを実行させることにより実現することができる。
【００２２】
　また、第１の側面の符号化装置および第２の側面の復号装置を実現するために、コンピ
ュータに実行させるプログラムは、伝送媒体を介して伝送することにより、又は、記録媒
体に記録して、提供することができる。
【発明の効果】
【００２３】
　本技術の第１の側面によれば、イントラ予測を行う場合の符号化効率を向上させること
ができる。
【００２４】
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　また、本技術の第２の側面によれば、イントラ予測を行う場合の符号化効率を向上させ
るように符号化された画像を復号することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本技術を適用した符号化装置の一実施の形態の構成例を示すブロック図である。
【図２】図１のイントラ予測部と予測モード符号化部の構成例を示すブロック図である。
【図３】CUを説明する図である。
【図４】イントラ予測処理を説明する第１の図である。
【図５】イントラ予測処理を説明する第２の図である。
【図６】イントラ予測モードの番号を説明する図である。
【図７】図１の符号化装置による符号化処理を説明するフローチャートである。
【図８】図１の符号化装置による符号化処理を説明するフローチャートである。
【図９】図７の予測処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図１０】本技術を適用した復号装置の構成例を示すブロック図である。
【図１１】図１０のイントラ予測部と予測モード復号部の構成例を示すブロック図である
。
【図１２】図１０の復号装置による復号処理を説明するフローチャートである。
【図１３】図１２の予測処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図１４】コンピュータの一実施の形態の構成例を示すブロック図である。
【図１５】テレビジョン受像機の主な構成例を示すブロック図である。
【図１６】携帯電話機の主な構成例を示すブロック図である。
【図１７】ハードディスクレコーダの主な構成例を示すブロック図である。
【図１８】カメラの主な構成例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　＜一実施の形態＞
　［符号化装置の一実施の形態の構成例］
　図１は、本技術を適用した符号化装置の一実施の形態の構成例を示すブロック図である
。
【００２７】
　図１の符号化装置１０は、A/D変換部１１、画面並べ替えバッファ１２、演算部１３、
直交変換部１４、量子化部１５、可逆符号化部１６、蓄積バッファ１７、逆量子化部１８
、逆直交変換部１９、加算部２０、デブロックフィルタ２１、フレームメモリ２２、スイ
ッチ２３、イントラ予測部２４、予測モード符号化部２５、動き予測・補償部２６、予測
画像選択部２７、およびレート制御部２８により構成される。図１の符号化装置１０は、
入力された画像をHEVC方式で圧縮符号化する。
【００２８】
　具体的には、符号化装置１０のA/D変換部１１は、入力信号として入力されたフレーム
単位の画像をA/D変換し、画面並べ替えバッファ１２に出力して記憶させる。画面並べ替
えバッファ１２は、記憶した表示の順番のフレーム単位の画像を、GOP（Group of Pictur
e）構造に応じて、符号化のための順番に並べ替え、演算部１３、イントラ予測部２４、
および動き予測・補償部２６に出力する。
【００２９】
　演算部１３は、予測画像選択部２７から供給される予測画像と、画面並べ替えバッファ
１２から出力された符号化対象の画像の差分を演算する。具体的には、演算部１３は、画
面並べ替えバッファ１２から出力された符号化対象の画像から、予測画像選択部２７から
供給される予測画像を減算する。演算部１３は、減算の結果得られる画像を、残差情報と
して直交変換部１４に出力する。なお、予測画像選択部２７から予測画像が供給されない
場合、演算部１３は、画面並べ替えバッファ１２から読み出された画像をそのまま残差情
報として直交変換部１４に出力する。
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【００３０】
　直交変換部１４は、演算部１３からの残差情報に対してDCT（Discrete Cosine Transfo
rm）,KLT（Karhunen Loeve Transform）等の直交変換を施し、直交変換の結果得られる係
数を量子化部１５に供給する。
【００３１】
　量子化部１５は、直交変換部１４から供給される係数を量子化する。量子化された係数
は、可逆符号化部１６に入力される。
【００３２】
　可逆符号化部１６は、イントラ予測処理の対象のブロック（ユニット）の最適イントラ
予測モードの番号と、以下の式（１）で定義されるMostProbableModeの差分を示す情報（
以下、最適差分イントラ予測モード情報という）をイントラ予測部２４から取得する。
【００３３】
　MostProbableMode=Min(Intra_4x4_pred_modeA, Intra_4x4_pred_modeB)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１）
【００３４】
　なお、式（１）において、Intra_4x4_pred_modeAは、イントラ予測処理の対象のブロッ
クＣの左に隣接するブロックＡの最適イントラ予測モードの番号であり、Intra_4x4_pred
_modeBは、ブロックＣの上に隣接するブロックＢの最適イントラ予測モードの番号である
。
【００３５】
　式（１）によれば、ブロックＡおよびブロックＢの最適イントラ予測モードの番号のう
ち、より小さな番号がMostProbableModeとされる。
【００３６】
　なお、ブロックＡおよびブロックＢは、ブロックＣの周辺のブロックであれば、隣接し
ていなくてもよい。
【００３７】
　また、最適インター予測モードを示す情報（以下、インター予測モード情報という）、
動きベクトル、参照画像を特定するための情報などを動き予測・補償部２６から取得する
。
【００３８】
　可逆符号化部１６は、量子化部１５から供給される量子化された係数に対して、可変長
符号化（例えば、CAVLC（Context-Adaptive Variable Length Coding）など）、算術符号
化（例えば、CABAC（Context-Adaptive Binary Arithmetic Coding）など）などの可逆符
号化を行い、その結果得られる情報を圧縮画像とする。また、可逆符号化部１６は、最適
差分イントラ予測モード情報、または、インター予測モード情報、動きベクトル、参照画
像を特定する情報などを可逆符号化し、その結果得られる情報を圧縮画像に付加されるヘ
ッダ情報とする。
【００３９】
　なお、本実施の形態では、最適差分イントラ予測モード情報が0である場合、最適差分
イントラ予測モード情報はヘッダ情報に含まれないようにするが、含まれるようにするこ
ともできる。また、本実施の形態では、最適差分イントラ予測モード情報および直交変換
部１４による直交変換の結果得られる係数が0である場合、動作モードがイントラスキッ
プモードに設定され、圧縮画像およびヘッダ情報は生成されないようにするが、生成され
るようにすることもできる。
【００４０】
　また、可逆符号化部１６は、伝送部の一部として機能し、可逆符号化の結果得られるヘ
ッダ情報等が付加された圧縮画像を画像圧縮情報として蓄積バッファ１７に出力し、蓄積
させる。
【００４１】
　蓄積バッファ１７は、可逆符号化部１６から供給される画像圧縮情報を、一時的に記憶
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し、例えば、後段の図示せぬ記録装置や伝送路などに伝送する。
【００４２】
　また、量子化部１５より出力された、量子化された係数は、逆量子化部１８にも入力さ
れ、逆量子化された後、逆直交変換部１９に供給される。
【００４３】
　逆直交変換部１９は、逆量子化部１８から供給される係数に対してIDCT(Inverse Discr
ete Cosine Transform）、逆KLT等の逆直交変換を施し、その結果得られる残差情報を加
算部２０に供給する。
【００４４】
　加算部２０は、逆直交変換部１９から供給される復号対象の画像としての残差情報と、
予測画像選択部２７から供給される予測画像を加算して、局部的に復号された画像を得る
。なお、予測画像選択部２７から予測画像が供給されない場合、加算部２０は、逆直交変
換部１９から供給される残差情報を局部的に復号された画像とする。加算部２０は、局部
的に復号された画像をデブロックフィルタ２１に供給するとともに、フレームメモリ２２
に供給して蓄積させる。
【００４５】
　デブロックフィルタ２１は、加算部２０から供給される局部的に復号された画像をフィ
ルタリングすることにより、ブロック歪を除去する。デブロックフィルタ２１は、その結
果得られる画像をフレームメモリ２２に供給し、蓄積させる。フレームメモリ２２に蓄積
された画像は、参照画像としてスイッチ２３を介してイントラ予測部２４または動き予測
・補償部２６に出力される。
【００４６】
　イントラ予測部２４は、フレームメモリ２２からスイッチ２３を介して読み出された参
照画像を用いて、候補となる全てのイントラ予測モードのADI（Arbitrary Directional I
ntra）と呼ばれる方式のイントラ予測処理を行い、予測画像を生成する。
【００４７】
　なお、HEVC方式では、イントラ予測の単位のサイズとして、4×4画素、8×8画素、16×
16画素、32×32画素、および64×64画素が設けられている。従って、候補となるイントラ
予測モードは、4×4イントラ予測モード、8×8イントラ予測モード、16×16イントラ予測
モード、32×32イントラ予測モード、および64×64イントラ予測モードである。なお、以
下では、輝度信号のイントラ予測モードのイントラ予測処理についてのみ説明を行うが、
色差信号のイントラ予測モードのイントラ予測処理も同様に行われる。
【００４８】
　また、イントラ予測部２４は、画面並べ替えバッファ１２から読み出された画像、予測
画像等を用いて、候補となる全てのイントラ予測モードに対してコスト関数値（詳細は後
述する）を算出する。そして、イントラ予測部２４は、コスト関数値が最小となるイント
ラ予測モードを最適イントラ予測モードに決定する。イントラ予測部２４は、最適イント
ラ予測モードで生成された予測画像、および、対応するコスト関数値を、予測画像選択部
２７に供給する。イントラ予測部２４は、予測画像選択部２７から最適イントラ予測モー
ドで生成された予測画像の選択が通知された場合、最適差分イントラ予測モード情報を可
逆符号化部１６に供給する。
【００４９】
　なお、コスト関数値は、RD(Rate Distortion)コストともいわれる。コスト関数値は、
例えば、http://iphome.hhi.de/suehring/tml/index.htmにおいて公開されている、JM (J
oint Model)と呼ばれるH．264/AVC方式の参照ソフトウェアで定められているような、Hig
h Complexity モード、または、Low Complexity モードのいずれかの手法に基づいて算出
される。
【００５０】
　具体的には、コスト関数値の算出手法としてHigh Complexity モードが採用される場合
、候補となる全ての予測モードに対して、仮に可逆符号化までが行われ、次の式（２）で
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表わされるコスト関数値が各予測モードに対して算出される。
【００５１】
　Cost(Mode∈Ω)=D＋λ・R　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２）
【００５２】
　なお、式（２）において、Ωは、候補となる予測モードの全体集合、Dは、原画像と復
号画像の差分エネルギー、Rは、各予測モードで符号化された場合の直交変換の係数を含
んだ総符号量、λは、量子化パラメータQPの関数として与えられるラグランジュ未定乗数
である。
【００５３】
　従って、High Complexity モードにおいては、DおよびRを算出するために、各予測モー
ドの仮の符号化を行う必要があり、演算量が多くなる。
【００５４】
　一方、コスト関数値の算出手法としてLow Complexity モードが採用される場合、候補
となる全ての予測モードに対して、復号画像の生成、および、予測モードを示す情報など
のヘッダビットの算出が行われ、次の式（３）で表わされるコスト関数が各予測モードに
対して算出される。
【００５５】
　Cost(Mode∈Ω)=D＋QP2Quant(QP)・Header_Bit　　　　　　　　　　　・・・（３）
【００５６】
　なお、式（３）において、Dは、原画像と予測画像の差分エネルギー、Header_Bitは、
直交変換係数を含まない、動きベクトルや予測モードといったヘッダに含まれる情報に関
する符号量、QP2Quantは、量子化パラメータQPの関数として与えられる関数である。
【００５７】
　従って、Low Complexity モードにおいては、全ての予測モードに対して、予測処理を
行う必要はあるが、復号画像を生成する必要はないため、仮の符号化を行う必要がない。
その結果、演算量が少なくて済む。
【００５８】
　以上のようにしてコスト関数値が求められるので、コスト関数値が最小となる予測モー
ドで符号化処理が行われる場合、より高い符号化効率を実現することができる。
【００５９】
　また、イントラ予測部２４は、イントラ予測処理の対象のブロック（ユニット）の周辺
の符号化済みのブロックの最適イントラ予測モード（以下、周辺最適イントラ予測モード
という）と、現在のイントラ予測モードの候補である候補イントラ予測モードを予測モー
ド符号化部２５に供給する。
【００６０】
　予測モード符号化部２５は、イントラ予測部２４から供給される周辺最適イントラ予測
モードと候補イントラ予測モードを用いて、MostProbableModeと候補イントラ予測モード
の番号の差分を示す差分イントラ予測モード情報を生成する。予測モード符号化部２５は
、生成された差分イントラ予測モード情報をイントラ予測部２４に供給する。
【００６１】
　動き予測・補償部２６は、候補となる全てのインター予測モードの動き予測・補償処理
を行う。具体的には、動き予測・補償部２６は、画面並べ替えバッファ６２から供給され
る画像と、フレームメモリ２２からスイッチ２３を介して読み出される参照画像に基づい
て、候補となる全てのインター予測モードの動きベクトルを検出する。そして、動き予測
・補償部２６は、その動きベクトルに基づいて参照画像に補償処理を施し、予測画像を生
成する。
【００６２】
　このとき、動き予測・補償部２６は、候補となる全てのインター予測モードに対してコ
スト関数値を算出し、コスト関数値が最小となるインター予測モードを最適インター測モ
ードに決定する。そして、動き予測・補償部２６は、最適インター予測モードのコスト関
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数値と、対応する予測画像を予測画像選択部２７に供給する。また、動き予測・補償部２
６は、予測画像選択部２７から最適インター予測モードで生成された予測画像の選択が通
知された場合、インター予測モード情報、対応する動きベクトル、参照画像を特定する情
報などを可逆符号化部１６に出力する。
【００６３】
　予測画像選択部２７は、イントラ予測部２４および動き予測・補償部２６から供給され
るコスト関数値に基づいて、最適イントラ予測モードと最適インター予測モードのうちの
、対応するコスト関数値が小さい方を、最適予測モードに決定する。このように、コスト
関数値が最小となる方が最適予測モードに決定されるので、より高い符号化効率を実現す
ることができる。また、予測画像選択部２７は、最適予測モードの予測画像を、演算部１
３および加算部２０に供給する。また、予測画像選択部２７は、最適予測モードの予測画
像の選択をイントラ予測部２４または動き予測・補償部２６に通知する。
【００６４】
　レート制御部２８は、蓄積バッファ１７に蓄積された画像圧縮情報に基づいて、オーバ
ーフローあるいはアンダーフローが発生しないように、量子化部１５の量子化動作のレー
トを制御する。
【００６５】
　［イントラ予測部と予測モード符号化部の構成例］
　図２は、図１のイントラ予測部２４と予測モード符号化部２５の構成例を示すブロック
図である。
【００６６】
　図２に示すように、イントラ予測部２４は、候補予測画像生成部４１、コスト関数値算
出部４２、予測モード判定部４３、予測画像生成部４４、イントラスキップ判定部４５、
およびモードバッファ４６により構成される。
【００６７】
　イントラ予測部２４の候補予測画像生成部４１は、候補となる全てのイントラ予測モー
ドを順に、現在のイントラ予測処理のイントラ予測モード（以下、現在イントラ予測モー
ドという）とする。候補予測画像生成部４１は、図１のスイッチ２３を介して読み出され
た参照画像を用いて、符号化対象の画像のうちの所定のサイズの各ブロックに対して、現
在イントラ予測モードのイントラ予測処理を行う。候補予測画像生成部４１は、その結果
得られる予測画像をコスト関数値算出部４２に供給する。
【００６８】
　コスト関数値算出部４２は、候補予測画像生成部４１から供給される予測画像と、画面
並べ替えバッファ１２から供給される画像とに基づいて、上述した式（２）または（３）
によりコスト関数値を求める。また、コスト関数値算出部４２は、現在イントラ予測モー
ドを予測モード符号化部２５に供給する。さらに、コスト関数値算出部４２は、求められ
たコスト関数値と、予測モード符号化部２５から供給される差分イントラ予測モード情報
を予測モード判定部４３に供給する。
【００６９】
　予測モード判定部４３は、コスト関数値算出部４２から供給されるコスト関数値と差分
イントラ予測モード情報を、現在イントラ予測モードに対応付けて記憶する。予測モード
判定部４３は、候補となる全てのイントラ予測モードに対応付けて記憶されているコスト
関数値のうちの最小値に対応するイントラ予測モードを最適イントラ予測モードと判定す
る。予測モード判定部４３は、最適イントラ予測モード、並びに、その最適イントラ予測
モードに対応付けて記憶されている差分イントラ予測モード情報である最適差分イントラ
予測モード情報およびコスト関数値を予測画像生成部４４に供給する。
【００７０】
　予測画像生成部４４は、スイッチ２３を介して供給される参照画像を用いて、符号化対
象の画像のうちの所定のサイズの各ブロックに対して、予測モード判定部４３から供給さ
れる最適イントラ予測モードのイントラ予測処理を行う。そして、予測画像生成部４４は
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、イントラ予測処理の結果得られる予測画像と、予測モード判定部４３から供給されるコ
スト関数値を予測画像選択部２７（図１）に供給する。また、予測画像生成部４４は、図
１の予測画像選択部２７から最適イントラ予測モードで生成された予測画像の選択が通知
された場合、予測モード判定部４３から供給される最適差分イントラ予測モード情報をイ
ントラスキップ判定部４５に供給する。さらに、予測画像生成部４４は、最適イントラ予
測モードをモードバッファ４６に供給する。
【００７１】
　イントラスキップ判定部４５は、伝送部の一部として機能し、予測画像生成部４４から
供給される最適差分イントラ予測モード情報が0ではない場合、最適差分イントラ予測モ
ード情報を図１の可逆符号化部１６に出力する。一方、イントラスキップ判定部４５は、
最適差分イントラ予測モード情報が0である場合、最適差分イントラ予測モード情報の可
逆符号化部１６への出力を停止する。その結果、最適差分イントラ予測モード情報が0で
ある場合、最適差分イントラ予測モード情報がヘッダ情報に含まれず、最適差分イントラ
予測モード情報が0であり、直交変換部１４により得られる係数が0である場合、画像圧縮
情報が生成されない。
【００７２】
　モードバッファ４６は、予測画像生成部４４から供給される最適イントラ予測モードを
保持する。
【００７３】
　予測モード符号化部２５は、MostProbableMode生成部５１と差分モード生成部５２によ
り構成される。
【００７４】
　予測モード符号化部２５のMostProbableMode生成部５１は、周辺最適イントラ予測モー
ドをモードバッファ４６から読み出す。MostProbableMode生成部５１は、予測値生成部と
して機能し、読み出された周辺最適イントラ予測モードを用いて、上述した式（１）で定
義されるMostProbableModeを、イントラ予測処理の対象のブロックの最適イントラ予測モ
ードの予測値として生成する。そして、MostProbableMode生成部５１は、MostProbableMo
deを差分モード生成部５２に供給する。
【００７５】
　差分モード生成部５２は、差分生成部として機能し、MostProbableMode生成部５１から
供給されるMostProbableModeと、イントラ予測部２４のコスト関数値算出部４２から供給
される現在イントラ予測モードとの差分を差分イントラ予測モード情報として生成する。
具体的には、差分モード生成部５２は、現在イントラ予測モードをCurrModeとしたとき、
CurrMode-MostProbableModeを差分イントラ予測モード情報として生成する。そして、差
分モード生成部５２は、生成された差分イントラ予測モード情報をコスト関数値算出部４
２に供給する。
【００７６】
　［HEVC方式における符号化単位の説明］
　図３は、HEVC方式における符号化単位であるCoding UNIT(CU)を説明する図である。
【００７７】
　CUは、Coding Tree Block（CTB）とも呼ばれ、H．264/AVCにおけるマクロブロックと同
様の役割を果たす。具体的には、CUは、イントラ予測またはインター予測の単位であるPr
ediction Unit(PU)に分割されたり、直交変換の単位であるTransform Unit(TU)に分割さ
れたりする。
【００７８】
　但し、マクロブロックのサイズは16×16画素に固定されているのに対し、CUのサイズは
、シーケンスごとに可変の、2のべき乗で表される正方形である。
【００７９】
　図３の例では、最大のサイズのCUであるLCU(Largest Coding Unit)のサイズが128であ
り、最小のサイズのCUであるSCU(Smallest Coding Unit)のサイズが8である。従って、N



(13) JP 2012-147332 A 2012.8.2

10

20

30

40

50

ごとに階層化された2N×2NのサイズのCUの階層深度（depth）は0乃至4となり、階層深度
数は5となる。また、2N×2NのサイズのCUは、split_flagの値が1である場合、1つ下の階
層である、N×NのサイズのCUに分割される。
【００８０】
　なお、CUのサイズを指定する情報は、画像圧縮情報にシーケンスパラメータセットとし
て含められる。
【００８１】
　［イントラ予測処理の説明］
　図４および図５は、図１のイントラ予測部２４によるイントラ予測処理を説明する図で
ある。
【００８２】
　なお、図４および図５の例では、イントラ予測のPUのサイズは8×8画素である。また、
図中正方形は画素を表し、太枠は、イントラ予測処理の対象のPUを表している。
【００８３】
　イントラ予測部２４によるADIと呼ばれる方式のイントラ予測処理では、PUのサイズが8
×8画素である場合、図４に示すような33方向の水平方向または垂直方向を基準にした角
度に対応するイントラ予測モードのイントラ予測処理が行われる。この場合、図５中三角
が付された正方形が表す復号済みの周辺画素を用いて任意のイントラ予測モードのイント
ラ予測処理を行うためには、1/8画素位置単位の周辺画素が必要となる。従って、イント
ラ予測部２４は、イントラ予測処理において、1/8画素精度の線形内挿処理を行う。
【００８４】
　図４および図５で示したように、HEVC方式におけるイントラ予測処理のイントラ予測モ
ードの数は多い。従って、従来のH．264/AVC方式に比べて、MostProbableModeとイントラ
予測処理の対象のPUの最適イントラ予測モードとが一致しない可能性が高い。
【００８５】
　具体的には、例えば、イントラ予測モードの数が33である場合、イントラ予測モードに
対応する、水平方向または垂直方向を基準にした角度のステップは、5.625°である。従
って、イントラ予測処理の対象のPUの周辺のPUと、イントラ予測処理の対象のPUの、最適
な予測方向の水平方向または垂直方向を基準にした角度の差が、5.625°のように小さい
場合であっても、HEVC方式では、MostProbableModeと最適イントラ予測モードは異なって
しまう。例えば、イントラ予測処理の対象のPUの周辺のPUと、イントラ予測処理の対象の
PUの、最適な予測方向の水平方向または垂直方向を基準にした角度が、それぞれ、11.25
°,22.5°である場合、MostProbableModeと最適イントラ予測モードは異なる。
【００８６】
　従って、符号化装置１０は、MostProbableModeとイントラ予測処理の対象のPUの最適イ
ントラ予測モードの番号の差分を示す最適差分イントラ予測モード情報を画像圧縮情報に
含める。これにより、MostProbableModeとイントラ予測処理の対象のPUの最適イントラ予
測モードが一致しない場合であっても、最適イントラ予測モードを示す情報の情報量を削
減することができる。その結果、符号化効率が向上する。
【００８７】
　［イントラ予測モードの番号の説明］
　図６は、イントラ予測モードの番号を説明する図である。
【００８８】
　図６に示すように、イントラ予測モードの番号（code number）は、イントラ予測の処
理の対象のPUに対する予測画像の方向、即ち予測方向が隣り合うイントラ予測モードの番
号が連続するように割り振られる。
【００８９】
　これにより、MostProbableModeに対応する方向と、イントラ予測処理の対象のPUの最適
イントラ予測モードに対応する方向が近い場合に、最適差分イントラ予測モード情報の情
報量を削減することができる。例えば、MostProbableModeと、イントラ予測処理の対象の
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PUの最適イントラ予測モードに対応する、水平方向または垂直方向を基準にした角度が、
それぞれ、11.25°,22.5°である場合、最適差分イントラ予測モード情報は2となる。
【００９０】
　［符号化装置の処理の説明］
　図７および図８は、図１の符号化装置１０による符号化処理を説明するフローチャート
である。この符号化処理は、例えば、入力信号としてフレーム単位の画像が符号化装置１
０に入力されるたびに行われる。
【００９１】
　図７のステップＳ１１において、符号化装置１０のA/D変換部１１は、入力信号として
入力されたフレーム単位の画像をA/D変換し、画面並べ替えバッファ１２に出力して記憶
させる。
【００９２】
　ステップＳ１２において、画面並べ替えバッファ１２は、記憶した表示の順番のフレー
ムの画像を、GOP構造に応じて、符号化のための順番に並べ替える。画面並べ替えバッフ
ァ１２は、並べ替え後のフレーム単位の画像を、演算部１３、イントラ予測部２４、およ
び動き予測・補償部２６に供給する。
【００９３】
　なお、以下のステップＳ１３乃至Ｓ１９およびＳ２５乃至Ｓ３０の処理は、例えばCU単
位で行われる。但し、参照画像が存在しない場合には、ステップＳ１３乃至Ｓ１５および
Ｓ２８の処理は行われず、画面並べ替えバッファ１２から出力される画像が、残差情報お
よび局部的に復号された画像とされる。
【００９４】
　ステップＳ１３において、符号化装置１０は、イントラ予測処理およびインター予測処
理を含む予測処理を行う。この予測処理の詳細は、後述する図９を参照して説明する。
【００９５】
　ステップＳ１４において、予測画像選択部２７は、ステップＳ１３の処理によりイント
ラ予測部２４および動き予測・補償部２６から供給されるコスト関数値に基づいて、最適
イントラ予測モードと最適インター予測モードのうちのコスト関数値が最小となる方を、
最適予測モードに決定する。そして、予測画像選択部２７は、最適予測モードの予測画像
を、演算部１３および加算部２０に供給する。
【００９６】
　ステップＳ１５において、演算部１３は、画面並べ替えバッファ１２から供給される画
像から、予測画像選択部２７から供給される予測画像を減算する。演算部１３は、減算の
結果得られる画像を、残差情報として直交変換部１４に出力する。
【００９７】
　ステップＳ１６において、直交変換部１４は、演算部１３からの残差情報に対してDCT,
KLT等の直交変換を施し、その結果得られる係数を量子化部１５に供給する。
【００９８】
　ステップＳ１７において、量子化部１５は、直交変換部１４から供給される係数を量子
化する。量子化された係数は、可逆符号化部１６と逆量子化部１８に入力される。
【００９９】
　ステップＳ１８において、予測画像選択部２７は、最適予測モードが最適インター予測
モードであるかどうかを判定する。ステップＳ１８で最適予測モードが最適インター予測
モードであると判定された場合、予測画像選択部２７は、最適インター予測モードで生成
された予測画像の選択を動き予測・補償部２６に通知する。これにより、動き予測・補償
部２６は、インター予測モード情報、対応する動きベクトル、および参照画像を特定する
ための情報を可逆符号化部１６に出力する。
【０１００】
　そして、ステップＳ１９において、可逆符号化部１６は、動き予測・補償部２６から供
給されるインター予測モード情報、動きベクトル、および参照画像を特定するための情報
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を可逆符号化し、処理をステップＳ２３に進める。
【０１０１】
　一方、ステップＳ１８で最適予測モードが最適インター予測モードではないと判定され
た場合、即ち最適予測モードが最適イントラ予測モードである場合、予測画像選択部２７
は、最適イントラ予測モードで生成された予測画像の選択をイントラ予測部２４に通知す
る。これにより、イントラ予測部２４の予測画像生成部４４（図２）は、ステップＳ１３
の処理で予測モード判定部４３から供給される最適差分イントラ予測モード情報をイント
ラスキップ判定部４５に供給する。
【０１０２】
　そしてステップＳ２０において、イントラスキップ判定部４５は、PU単位で予測画像生
成部４４から供給される最適差分イントラ予測モード情報が0であるかどうかを判定する
。
【０１０３】
　ステップＳ２０で最適差分イントラ予測モード情報が０ではないと判定された場合、イ
ントラスキップ判定部４５は、PU単位で、最適差分イントラ予測モード情報を可逆符号化
部１６に出力し、処理をステップＳ２１に進める。
【０１０４】
　ステップＳ２１において、可逆符号化部１６は、PU単位でイントラ予測部２４から供給
される最適差分イントラ予測モード情報を可逆符号化し、処理をステップＳ２３に進める
。
【０１０５】
　一方、ステップＳ２０で最適差分イントラ予測モード情報が０であると判定された場合
、ステップＳ２２において、可逆符号化部１６は、PU単位で、ステップＳ１６の処理で得
られた係数が０であるかどうかを判定する。ステップＳ２２で係数が０ではないと判定さ
れた場合、イントラスキップ判定部４５は、PU単位で、最適差分イントラ予測モード情報
の可逆符号化部１６への出力を停止し、処理をステップＳ２３に進める。
【０１０６】
　ステップＳ２３において、可逆符号化部１６は、PU単位で、量子化部１５から供給され
る量子化された係数を可逆符号化し、その結果得られる情報を圧縮画像とする。そして、
可逆符号化部１６は、その圧縮画像にステップＳ１９またはＳ２１で可逆符号化された情
報を付加して画像圧縮情報を生成し、蓄積バッファ１７に供給する。
【０１０７】
　図８のステップＳ２４において、可逆符号化部１６は、PU単位で画像圧縮情報を蓄積バ
ッファ１７に供給し、蓄積させる。そして、処理はステップＳ２５に進む。
【０１０８】
　一方、ステップＳ２２で係数が０であると判定された場合、イントラスキップ判定部４
５は、PU単位で最適差分イントラ予測モード情報の可逆符号化部１６への出力を停止する
。また、可逆符号化部１６は、PU単位で量子化部１５から供給される量子化された係数の
可逆符号化を停止することにより、圧縮画像の出力を停止する。その結果、画像圧縮情報
は蓄積バッファ１７に蓄積されず、処理はステップＳ２５に進む。
【０１０９】
　ステップＳ２５において、蓄積バッファ１７は、蓄積されているCU単位の画像圧縮情報
を、例えば、後段の図示せぬ記録装置や伝送路などに出力する。
【０１１０】
　ステップＳ２６において、逆量子化部１８は、量子化部１５から供給される量子化され
た係数を逆量子化する。
【０１１１】
　ステップＳ２７において、逆直交変換部１９は、逆量子化部１８から供給される係数に
対してIDCT、逆KLT等の逆直交変換を施し、その結果得られる残差情報を加算部２０に供
給する。
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【０１１２】
　ステップＳ２８において、加算部２０は、逆直交変換部１９から供給される残差情報と
、予測画像選択部２７から供給される予測画像を加算し、局部的に復号された画像を得る
。加算部２０は、得られた画像をデブロックフィルタ２１に供給するとともに、フレーム
メモリ２２に供給する。
【０１１３】
　ステップＳ２９において、デブロックフィルタ２１は、加算部２０から供給される局部
的に復号された画像に対してフィルタリングを行うことにより、ブロック歪を除去し、フ
レームメモリ２２に供給する。
【０１１４】
　ステップＳ３０において、フレームメモリ２２は、フィルタリング前後の画像を蓄積す
る。具体的には、フレームメモリ２２は、加算部２０から供給される画像とデブロックフ
ィルタ２１から供給される画像を蓄積する。フレームメモリ２２に蓄積された画像は、参
照画像としてスイッチ２３を介してイントラ予測部２４または動き予測・補償部２６に出
力される。そして、処理は終了する。
【０１１５】
　図９は、図７のステップＳ１３の予測処理の詳細を説明するフローチャートである。
【０１１６】
　図９のステップＳ４１乃至Ｓ５１の処理と、ステップＳ５２乃至Ｓ６１の処理は、例え
ば、並列に行われる。
【０１１７】
　図９のステップＳ４１において、イントラ予測部２４は、4×4画素、8×8画素、16×16
画素、32×32画素、および64×64画素のうちの、まだ決定されていないサイズをPUのサイ
ズとして決定する。また、イントラ予測部２４は、予測処理の対象であるCUを構成する、
決定されたサイズのPUのうちの、まだイントラ予測処理の対象とされていないPUをイント
ラ予測処理の対象とする。
【０１１８】
　ステップＳ４２において、MostProbableMode生成部５１は、イントラ予測処理の対象の
PUに対する周辺最適イントラ予測モードをモードバッファ４６から読み出し、その周辺最
適イントラ予測モードに基づいて、上述した式（１）によりMostProbableModeを生成する
。そして、MostProbableMode生成部５１は、MostProbableModeを差分モード生成部５２に
供給する。また、候補予測画像生成部４１は、候補となる全てのイントラ予測モードを順
に、現在イントラ予測モードとし、以降のステップＳ４３乃至Ｓ４５の処理は、現在イン
トラ予測モードごとに行われる。なお、現在イントラ予測モードは、コスト関数値算出部
４２から差分モード生成部５２に供給される。
【０１１９】
　ステップＳ４３において、差分モード生成部５２は、MostProbableMode生成部５１から
供給されるMostProbableModeと、コスト関数値算出部４２から供給される現在イントラ予
測モードとを用いて、差分イントラ予測モード情報を生成し、コスト関数値算出部４２に
供給する。
【０１２０】
　ステップＳ４４において、候補予測画像生成部４１は、イントラ予測処理の対象のPUに
対して、図１のフレームメモリ２２からスイッチ２３を介して読み出された参照画像を用
いて、現在イントラ予測モードのイントラ予測処理を行う。候補予測画像生成部４１は、
その結果得られる予測画像をコスト関数値算出部４２に供給する。
【０１２１】
　ステップＳ４５において、コスト関数値算出部４２は、候補予測画像生成部４１から供
給される予測画像と、画面並べ替えバッファ１２から供給される画像とに基づいて、上述
した式（２）または（３）によりコスト関数値を算出する。そして、コスト関数値算出部
４２は、求められたコスト関数値と、差分モード生成部５２から供給される差分イントラ
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予測モード情報を予測モード判定部４３に供給する。これにより、予測モード判定部４３
は、コスト関数値算出部４２から供給されるコスト関数値と差分イントラ予測モード情報
を、現在イントラ予測モードに対応付けて記憶する。
【０１２２】
　ステップＳ４６において、予測モード判定部４３は、イントラ予測処理の対象のPUにつ
いて、候補となる全てのイントラ予測モードに対応付けて記憶されているコスト関数値の
うちの最小値に対応するイントラ予測モードを最適イントラ予測モードと判定する。予測
モード判定部４３は、最適イントラ予測モードを予測画像生成部４４に供給する。そして
、予測画像生成部４４は、最適イントラ予測モードをモードバッファ４６に供給して、記
憶させる。この最適イントラ予測モードは、MostProbableModeの決定に用いられる。
【０１２３】
　ステップＳ４７において、イントラ予測部２４は、予測処理の対象であるCUを構成する
、ステップＳ４１で決定されたサイズの全てのPUをイントラ予測処理の対象のPUとしたか
どうかを判定する。
【０１２４】
　ステップＳ４７で、予測処理の対象であるCUを構成する、ステップＳ４１で決定された
サイズの全てのPUをまだイントラ予測処理の対象のPUとしていないと判定された場合、イ
ントラ予測部２４は、まだイントラ予測処理の対象とされていないPUをイントラ予測処理
の対象とする。そして、処理はステップＳ４２に戻り、以降の処理が繰り返される。
【０１２５】
　一方、ステップＳ４７で予測処理の対象であるCUを構成する、ステップＳ４１で決定さ
れたサイズの全てのPUをイントラ予測処理の対象のPUとしたと判定された場合、処理はス
テップＳ４８に進む。
【０１２６】
　ステップＳ４８において、イントラ予測部２４は、候補となる全てのPUのサイズ、即ち
4×4画素、8×8画素、16×16画素、32×32画素、および64×64画素を、ステップＳ４１で
イントラ予測処理の対象のPUのサイズに決定したかどうかを判定する。
【０１２７】
　ステップＳ４８でまだ候補となる全てのPUのサイズをイントラ予測処理の対象のPUのサ
イズに決定していないと判定された場合、処理はステップＳ４１に戻り、全てのPUのサイ
ズがイントラ予測処理の対象のPUのサイズに決定されるまで、ステップＳ４１乃至Ｓ４８
の処理が繰り返される。
【０１２８】
　一方、ステップＳ４８で候補となる全てのPUのサイズがイントラ予測処理の対象のPUの
サイズに決定されたと判定された場合、処理はステップＳ４９に進む。ステップＳ４９に
おいて、予測モード判定部４３は、全てのPUのサイズに対してステップＳ４６で決定され
た最適イントラ予測モードに対応するコスト関数値に基づいて、コスト関数値が最小とな
るPUのサイズを最適なPUのサイズと判定する。そして、予測モード判定部４３は、最適な
PUのサイズの最適イントラ予測モードと、対応する最適差分イントラ予測モード情報およ
びコスト関数値を予測画像生成部４４に供給する。なお、最適なPUのサイズは、例えば、
可逆符号化され、ヘッダ情報に含められる。
【０１２９】
　ステップＳ５０において、予測画像生成部４４は、予測処理の対象であるCUを構成する
、最適なPUのサイズの各PUに対して、参照画像を用いて、予測モード判定部４３から供給
される最適なPUのサイズの最適イントラ予測モードのイントラ予測処理を行う。
【０１３０】
　ステップＳ５１において、予測画像生成部４４は、ステップＳ５０のイントラ予測処理
の結果得られる予測画像と、予測モード判定部４３から供給されるコスト関数値を予測画
像選択部２７に出力する。また、予測画像生成部４４は、予測モード判定部４３から供給
される最適差分イントラ予測モード情報をイントラスキップ判定部４５に供給する。
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【０１３１】
　また、ステップＳ５２において、動き予測・補償部２６は、候補となる全てのPUのサイ
ズのうちの、まだ決定されていないサイズをPUのサイズとして決定する。また、動き予測
・補償部２６は、予測処理の対象であるCUを構成する、決定されたサイズのPUのうちの、
まだインター予測処理の対象とされていないPUをインター予測処理の対象とする。
【０１３２】
　ステップＳ５３において、動き予測・補償部２６は、画面並べ替えバッファ６２から供
給される画像と、フレームメモリ２２からスイッチ２３を介して読み出される参照画像に
基づいて、候補となる全てのインター予測モードの動きベクトルを検出する。具体的には
、動き予測・補償部２６は、インター予測モードに応じて参照画像を決定する。そして、
動き予測・補償部２６は、その参照画像と画面並べ替えバッファ６２からの画像とに基づ
いて動きベクトルを検出する。
【０１３３】
　ステップＳ５４において、動き予測・補償部２６は、インター予測処理の対象のPUにつ
いて、候補となるインター予測モードごとに、ステップＳ５３で検出された動きベクトル
に基づいて参照画像に補償処理を施し、予測画像を生成する。
【０１３４】
　ステップＳ５５において、動き予測・補償部２６は、候補となるインター予測モードご
とに、ステップＳ５４で生成された予測画像と、画面並べ替えバッファ１２から供給され
る画像とに基づいて、上述した式（２）または（３）によりコスト関数値を算出する。
【０１３５】
　ステップＳ５６において、動き予測・補償部２６は、インター予測処理の対象のPUにつ
いて、候補となる全てのインター予測モードのコスト関数値のうちの最小値に対応するイ
ンター予測モードを最適インター予測モードと判定する。
【０１３６】
　ステップＳ５７において、動き予測・補償部２６は、予測処理の対象であるCUを構成す
る、ステップＳ５２で決定されたサイズの全てのPUをインター予測処理の対象のPUとした
かどうかを判定する。
【０１３７】
　ステップＳ５７で、予測処理の対象であるCUを構成する、ステップＳ５２で決定された
サイズの全てのPUをまだインター予測処理の対象のPUとしていないと判定された場合、動
き予測・補償部２６は、まだインター予測処理の対象とされていないPUをインター予測処
理の対象とする。そして、処理はステップＳ５３に戻り、以降の処理が繰り返される。
【０１３８】
　一方、ステップＳ５７で予測処理の対象であるCUを構成する、ステップＳ５２で決定さ
れたサイズの全てのPUをインター予測処理の対象のPUとしたと判定された場合、処理はス
テップＳ５８に進む。
【０１３９】
　ステップＳ５８において、動き予測・補償部２６は、候補となる全てのPUのサイズを、
ステップＳ５２でインター予測処理の対象のPUのサイズに決定したかどうかを判定する。
【０１４０】
　ステップＳ５８でまだ全てのPUのサイズをインター予測処理の対象のPUのサイズに決定
していないと判定された場合、処理はステップＳ５２に戻り、全てのPUのサイズがインタ
ー予測処理の対象のPUのサイズに決定されるまで、ステップＳ５２乃至Ｓ５８の処理が繰
り返される。
【０１４１】
　一方、ステップＳ５８で全てのPUのサイズがインター予測処理の対象のPUのサイズに決
定されたと判定された場合、処理はステップＳ５９に進む。ステップＳ５９において、動
き予測・補償部２６は、全てのPUのサイズに対してステップＳ５６で決定された最適イン
ター予測モードに対応するコスト関数値に基づいて、コスト関数値が最小となるPUのサイ
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ズを最適なPUのサイズと判定する。なお、最適なPUのサイズは、例えば、可逆符号化され
、ヘッダ情報に含められる。
【０１４２】
　ステップＳ６０において、動き予測・補償部２６は、最適なPUのサイズの最適インター
予測モードのインター予測処理を行う。
【０１４３】
　ステップＳ６１において、動き予測・補償部２６は、インター予測処理の結果得られる
予測画像と、最適なPUのサイズの最適インター予測モードのコスト関数値を予測画像選択
部２７に出力する。
【０１４４】
　以上のように、符号化装置１０は、最適イントラ予測モードを示す情報として、最適差
分イントラ予測モード情報を出力するので、最適イントラ予測モードを示す情報の情報量
を削減することができる。その結果、イントラ予測を行う場合の符号化効率を向上させる
ことができる。
【０１４５】
　また、符号化装置１０は、MostProbableModeとイントラ予測処理の対象のPUの最適イン
トラ予測モードが一致する場合、最適差分イントラ予測モード情報の出力を停止するので
、符号化効率をさらに向上させることができる。さらに、符号化装置１０は、MostProbab
leModeとイントラ予測処理の対象のPUの最適イントラ予測モードが一致し、そのPUに対応
する直交変換後の係数が0である場合、最適差分イントラ予測モード情報および係数の出
力を停止するので、符号化効率をさらに向上させることができる。
【０１４６】
　［復号装置の構成例］
　図１０は、図１の符号化装置１０から出力される画像圧縮情報を復号する、本技術を適
用した復号装置の構成例を示すブロック図である。
【０１４７】
　図１０の復号装置１００は、蓄積バッファ１０１、可逆復号部１０２、逆量子化部１０
３、逆直交変換部１０４、加算部１０５、デブロックフィルタ１０６、画面並べ替えバッ
ファ１０７、D/A変換部１０８、フレームメモリ１０９、スイッチ１１０、イントラ予測
部１１１、予測モード復号部１１２、動き予測・補償部１１３、およびスイッチ１１４に
より構成される。
【０１４８】
　復号装置１００の蓄積バッファ１０１は、受信部として機能し、図１の符号化装置１０
から送信されてくる画像圧縮情報を受信し、蓄積する。蓄積バッファ１０１は、蓄積され
ている画像圧縮情報を可逆復号部１０２に供給する。
【０１４９】
　可逆復号部１０２は、蓄積バッファ１０１からの画像圧縮情報に対して、可変長復号や
、算術復号等の可逆復号を施すことで、量子化された係数とヘッダを得る。可逆復号部１
０２は、量子化された係数を逆量子化部１０３に供給する。また、可逆復号部１０２は、
ヘッダに含まれる最適差分イントラ予測モード情報などをイントラ予測部１１１に供給し
、動きベクトル、参照画像を特定するための情報、インター予測モード情報などを動き予
測・補償部１１３に供給する。
【０１５０】
　逆量子化部１０３、逆直交変換部１０４、加算部１０５、デブロックフィルタ１０６、
フレームメモリ１０９、スイッチ１１０、イントラ予測部１１１、および、動き予測・補
償部１１３は、図１の逆量子化部１８、逆直交変換部１９、加算部２０、デブロックフィ
ルタ２１、フレームメモリ２２、スイッチ２３、イントラ予測部２４、および、動き予測
・補償部２６とそれぞれ同様の処理を行い、これにより、画像が復号される。
【０１５１】
　具体的には、逆量子化部１０３は、可逆復号部１０２からの量子化された係数を逆量子
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化し、その結果得られる係数を逆直交変換部１０４に供給する。
【０１５２】
　逆直交変換部１０４は、逆量子化部１０３からの係数に対して、IDCT、逆KLT等の逆直
交変換を施し、その結果得られる残差情報を加算部１０５に供給する。
【０１５３】
　加算部１０５は、逆直交変換部１０４から供給される復号対象の画像としての残差情報
と、スイッチ１１４から供給される予測画像を加算することにより、復号対象の画像を復
号する。加算部１０５は、その結果得られる画像をデブロックフィルタ１０６に供給する
とともに、フレームメモリ１０９に供給する。なお、スイッチ１１４から予測画像が供給
されない場合、加算部１０５は、逆直交変換部１０４から供給される残差情報である画像
をデブロックフィルタ１０６に供給するとともに、フレームメモリ１０９に供給して蓄積
させる。
【０１５４】
　デブロックフィルタ１０６は、加算部１０５から供給される画像をフィルタリングする
ことにより、ブロック歪を除去する。デブロックフィルタ１０６は、その結果得られる画
像をフレームメモリ１０９に供給し、蓄積させるとともに、画面並べ替えバッファ１０７
に供給する。フレームメモリ１０９に蓄積された画像は、参照画像としてスイッチ１１０
を介して読み出され、動き予測・補償部１１３またはイントラ予測部１１１に供給される
。
【０１５５】
　画面並べ替えバッファ１０７は、デブロックフィルタ１０６から供給される画像をフレ
ーム単位で記憶する。画面並べ替えバッファ１０７は、記憶した符号化のための順番のフ
レーム単位の画像を、元の表示の順番に並び替え、D/A変換部１０８に供給する。
【０１５６】
　D/A変換部１０８は、画面並べ替えバッファ１０７から供給されるフレーム単位の画像
をD/A変換し、出力信号として出力する。
【０１５７】
　イントラ予測部１１１は、可逆復号部１０２から供給される最適差分イントラ予測モー
ド情報を予測モード復号部１１２に供給する。また、イントラ予測部１１１は、フレーム
メモリ１０９からスイッチ１１０を介して読み出される参照画像を用いて、予測モード復
号部１１２から供給される最適イントラ予測モードのイントラ予測処理を行い、予測画像
を生成する。そして、イントラ予測部１１１は、予測画像を、スイッチ１１４を介して加
算部１０５に供給する。さらに、イントラ予測部１１１は、予測モード復号部１１２から
供給される最適イントラ予測モードを保持する。
【０１５８】
　予測モード復号部１１２は、イントラ予測部１１１に保持されている最適イントラ予測
モードのうちの周辺最適イントラ予測モードを読み出す。また、予測モード復号部１１２
は、イントラ予測部１１１から供給される最適差分イントラ予測モード情報と、読み出さ
れた周辺最適イントラ予測モードに基づいて、イントラ予測処理の対象の最適イントラ予
測モードを生成する。予測モード復号部１１２は、生成された最適イントラ予測モードを
イントラ予測部１１１に供給する。
【０１５９】
　動き予測・補償部１１３は、可逆復号部１０２から供給される参照画像を特定するため
の情報に基づいて、フレームメモリ１０９からスイッチ１１０を介して参照画像を読み出
す。動き予測・補償部１１３は、動きベクトルと参照画像を用いて、インター予測モード
情報が表すインター予測モードのインター予測処理を行う。動き予測・補償部１１３は、
その結果生成される予測画像を、スイッチ１１４を介して加算部１０５に供給する。
【０１６０】
　［イントラ予測部と予測モード符号化部の構成例］
　図１１は、図１０のイントラ予測部１１１と予測モード復号部１１２の構成例を示すブ
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ロック図である。
【０１６１】
　図１１に示すように、イントラ予測部１１１は、予測モード情報バッファ１２１、隣接
情報バッファ１２２、および予測画像生成部１２３により構成される。
【０１６２】
　イントラ予測部１１１の予測モード情報バッファ１２１は、可逆復号部１０２から供給
される最適差分イントラ予測モード情報を保持する。また、予測モード情報バッファ１２
１は、保持している最適差分イントラ予測モード情報を予測モード復号部１１２に供給す
る。
【０１６３】
　隣接情報バッファ１２２は、予測モード復号部１１２から供給されるイントラ予測処理
の対象のPUの最適イントラ予測モードを保持する。
【０１６４】
　予測画像生成部１２３は、フレームメモリ１０９からスイッチ１１０を介して供給され
る参照画像を用いて、復号対象の画像のうちのイントラ予測処理の対象のPUに対して、予
測モード復号部１１２から供給される最適イントラ予測モードのイントラ予測処理を行う
。予測画像生成部１２３は、イントラ予測処理の結果生成された予測画像を、スイッチ１
１４（図１０）を介して加算部１０５に供給する。
【０１６５】
　予測モード復号部１１２は、MostProbableMode生成部１３１と予測モード再構築部１３
２により構成される。
【０１６６】
　予測モード復号部１１２のMostProbableMode生成部１３１は、イントラ予測部１１１の
隣接情報バッファ１２２から周辺最適イントラ予測モードを読み出す。MostProbableMode
生成部１３１は、予測値生成部として機能し、読み出された周辺最適イントラ予測モード
を用いて、上述した式（１）によりMostProbableModeを生成する。MostProbableMode生成
部１３１は、MostProbableModeをイントラ予測処理の対象のPUの最適イントラ予測モード
の予測値として、予測モード再構築部１３２に供給する。
【０１６７】
　予測モード再構築部１３２は、イントラ予測モード生成部として機能する。具体的には
、予測モード再構築部１３２は、MostProbableMode生成部１３１から供給されるMostProb
ableModeと、予測モード情報バッファ１２１から供給される最適差分イントラ予測モード
情報とを加算することにより、イントラ予測処理の対象のPUの最適イントラ予測モードを
生成する。予測モード再構築部１３２は、生成された最適イントラ予測モードをイントラ
予測部１１１の隣接情報バッファ１２２と予測画像生成部１２３に供給する。
【０１６８】
　［復号装置の処理の説明］
　図１２は、図１０の復号装置１００による復号処理を説明するフローチャートである。
この復号処理は、例えば、フレーム単位の画像圧縮情報が復号装置１００に入力されるた
びに行われる。
【０１６９】
　図１２のステップＳ１０１において、蓄積バッファ１０１は、符号化装置１０から送信
されてくるフレーム単位の画像圧縮情報を受信し、蓄積する。蓄積バッファ１０１は、蓄
積されている画像圧縮情報を可逆復号部１０２に供給する。なお、以下のステップＳ１０
１乃至Ｓ１０８の処理は、例えばCU単位で行われる。
【０１７０】
　ステップＳ１０２において、可逆復号部１０２は、蓄積バッファ１０１からの画像圧縮
情報を可逆復号し、量子化された係数とヘッダを得る。可逆復号部１０２は、量子化され
た係数を逆量子化部１０３に供給する。
【０１７１】
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　なお、復号対象のCUを構成するPUのうち、イントラスキップモードで符号化されたPUの
画像圧縮情報は存在しないので、可逆復号部１０２は、そのPUの量子化された係数として
0を逆量子化部１０３に供給する。これにより、後述するステップＳ１０６で得られる復
号結果は、予測画像そのものとなる。
【０１７２】
　ステップＳ１０３において、逆量子化部１０３は、可逆復号部１０２からの量子化され
た係数を逆量子化し、その結果得られる係数を逆直交変換部１０４に供給する。
【０１７３】
　ステップＳ１０４において、逆直交変換部１０４は、逆量子化部１０３からの係数に対
してIDCT、逆KLT等の逆直交変換を施し、その結果得られる残差情報を加算部１０５に供
給する。
【０１７４】
　ステップＳ１０５において、復号装置１００は、イントラ予測処理またはインター予測
処理を行う予測処理を行う。この予測処理の詳細は、後述する図１３を参照して説明する
。　
【０１７５】
　ステップＳ１０６において、加算部１０５は、残差情報と、スイッチ１１４から供給さ
れる予測画像を加算することにより、復号を行う。加算部１０５は、その結果得られる画
像をデブロックフィルタ１０６に供給するとともに、フレームメモリ１０９に供給する。
なお、参照画像が存在しない場合には、ステップＳ１０５およびＳ１０６の処理は行われ
ず、残差情報である画像がデブロックフィルタ１０６に供給されるとともに、フレームメ
モリ１０９に供給される。
【０１７６】
　ステップＳ１０７において、デブロックフィルタ１０６は、加算部１０５から供給され
る画像に対してフィルタリングを行い、ブロック歪を除去する。デブロックフィルタ１０
６は、フィルタリング後の画像をフレームメモリ１０９に供給する。
【０１７７】
　ステップＳ１０８において、フレームメモリ１０９は、加算部１０５から供給されるフ
ィルタリング前の画像と、デブロックフィルタ１０６から供給されるフィルタリング後の
画像を蓄積する。フレームメモリ１０９に蓄積された画像は、参照画像としてスイッチ１
１０を介して動き予測・補償部１１３またはイントラ予測部１１１に供給される。
【０１７８】
　ステップＳ１０９において、画面並べ替えバッファ１０７は、デブロックフィルタ１０
６から供給される画像をフレーム単位で記憶し、記憶した符号化のための順番のフレーム
単位の画像を、元の表示の順番に並び替え、D/A変換部１０８に供給する。
【０１７９】
　ステップＳ１１０において、D/A変換部１０８は、画面並べ替えバッファ１０７から供
給されるフレーム単位の画像をD/A変換し、出力信号として出力する。
【０１８０】
　図１３は、図１２のステップＳ１０５の予測処理の詳細を説明するフローチャートであ
る。なお、この予測処理は、PU単位で行われる。
【０１８１】
　図１３のステップＳ１２１において、可逆復号部１０２は、最適予測モードが最適イン
トラ予測モードであるかどうかを判定する。具体的には、可逆復号部１０２は、予測処理
の対象のPUの画像圧縮情報が存在しないか、または、画像圧縮情報のヘッダにインター予
測モード情報が含まれていない場合、最適予測モードが最適イントラ予測モードであると
判定する。一方、予測処理の対象のPUの画像圧縮情報のヘッダにインター予測モード情報
が含まれている場合、最適予測モードが最適イントラ予測モードではないと判定する。
【０１８２】
　ステップＳ１２１で最適予測モードが最適イントラ予測モードであると判定された場合
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、可逆復号部１０２は、ヘッダに含まれる最適差分イントラ予測モード情報などをイント
ラ予測部１１１とスイッチ１１４に供給する。
【０１８３】
　そして、ステップＳ１２２において、イントラ予測部１１１の予測モード情報バッファ
１２１（図１１）は、可逆復号部１０２から最適差分イントラ予測モード情報が供給され
たかどうかを判定する。
【０１８４】
　ステップＳ１２２で可逆復号部１０２から最適差分イントラ予測モード情報が供給され
たと判定された場合、ステップＳ１２３において、予測モード情報バッファ１２１は、そ
の最適差分イントラ予測モードを取得し、保持する。そして、予測モード情報バッファ１
２１は、保持している最適差分イントラ予測モード情報を予測モード復号部１１２の予測
モード再構築部１３２に供給し、処理をステップＳ１２４に進める。
【０１８５】
　一方、ステップＳ１２２で可逆復号部１０２から最適差分イントラ予測モード情報が供
給されていないと判定された場合、即ち、ヘッダに最適差分イントラ予測モード情報が含
まれていないか、または、画像圧縮情報が存在しない場合、処理はステップＳ１２４に進
む。
【０１８６】
　ステップＳ１２４において、MostProbableMode生成部１３１は、隣接情報バッファ１２
２から読み出された周辺最適イントラ予測モードを用いて、上述した式（１）によりMost
ProbableModeを最適イントラ予測モードの予測値として生成する。そして、MostProbable
Mode生成部１３１は、そのMostProbableModeを予測モード再構築部１３２に供給する。
【０１８７】
　ステップＳ１２５において、予測モード再構築部１３２は、MostProbableMode生成部１
３１からのMostProbableModeと、予測モード情報バッファ１２１からの最適差分イントラ
予測モード情報とを加算することにより、最適イントラ予測モードを生成する。なお、予
測モード情報バッファ１２１から最適差分イントラ予測モード情報が供給されない場合に
は、MostProbableModeをそのまま最適イントラ予測モードとする。予測モード再構築部１
３２は、生成された最適イントラ予測モードを隣接情報バッファ１２２に供給して保持さ
せるとともに、予測画像生成部１２３に供給する。
【０１８８】
　ステップＳ１２６において、予測画像生成部１２３は、フレームメモリ１０９からスイ
ッチ１１０を介して供給される参照画像を用いて、予測モード復号部１１２から供給され
る最適イントラ予測モードのイントラ予測処理を行う。予測画像生成部１２３は、イント
ラ予測処理の結果生成された予測画像を、スイッチ１１４を介して加算部１０５に供給す
る。そして、処理は、図１２のステップＳ１０５に戻り、ステップＳ１０６に進む。
【０１８９】
　一方、ステップＳ１２１で最適予測モードが最適イントラ予測モードではないと判定さ
れた場合、即ち最適予測モードが最適インター予測モードであると判定された場合、可逆
復号部１０２は、動きベクトル、インター予測モード情報、参照画像を特定するための情
報などを動き予測・補償部１１３に供給する。
【０１９０】
　そして、ステップＳ１２７において、動き予測・補償部１１３は、可逆復号部１０２か
ら供給されるインター予測モード情報、動きベクトル、参照画像を特定するための情報な
どを取得する。
【０１９１】
　ステップＳ１２８において、動き予測・補償部１１３は、インター予測モード情報、動
きベクトル、参照画像を特定するための情報に基づいて、スイッチ１１０を介して読み出
される参照画像を用いた最適インター予測モードのインター予測処理を行う。動き予測・
補償部１１３は、その結果生成される予測画像を、スイッチ１１４を介して加算部１０５
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に供給する。そして、処理は、図１２のステップＳ１０５に戻り、ステップＳ１０６に進
む。
【０１９２】
　以上のように、復号装置１００は、符号化装置１０から最適差分イントラ予測モード情
報を受信し、その最適差分イントラ予測モード情報とMostProbableModeを加算することに
より最適イントラ予測モードを生成し、最適イントラ予測モードのイントラ予測処理を行
う。その結果、符号化装置１０により生成された、イントラ予測を行う場合の符号化効率
を向上させた画像圧縮情報を復号することができる。
【０１９３】
　なお、本実施の形態では、HEVC方式をベースに用いるようにしたが、本技術はこれに限
らず、複数のイントラ予測モードのイントラ予測処理を行う符号化方式/復号方式を用い
る符号化装置/復号装置に適用することができる。但し、HEVC方式のようにイントラ予測
モードのモード数が多い場合、MostProbableModeとイントラ予測処理の対象のPUの最適イ
ントラ予測モードが異なる可能性が高いので、より効果的である。
【０１９４】
　また、本実施の形態では、PU単位でイントラスキップモードが設定されたが、CU単位、
フレーム単位でイントラスキップモードが設定されるようにしてもよい。
【０１９５】
　また、本技術は、例えば、MPEG，H．26x等の様に、離散コサイン変換等の直交変換と動
き補償によって圧縮する方式で圧縮された画像情報（ビットストリーム）を、衛星放送、
ケーブルテレビジョン、インターネット、または携帯電話機などのネットワークメディア
を介して受信する際に用いられる符号化装置および復号装置に適用することができる。ま
た、本技術は、光ディスク、磁気ディスク、フラッシュメモリなどの記憶メディアに対し
て処理する際に用いられる符号化装置および復号装置に適用することができる。さらに、
本技術は、それらの符号化装置および復号装置などに含まれるイントラ予測装置にも適用
することができる。
【０１９６】
　[本技術を適用したコンピュータの説明]
　次に、上述した符号化処理や復号処理は、ハードウェアにより行うこともできるし、ソ
フトウェアにより行うこともできる。符号化処理や復号処理をソフトウェアによって行う
場合には、そのソフトウェアを構成するプログラムが、汎用のコンピュータ等にインスト
ールされる。
【０１９７】
　そこで、図１４は、上述した一連の処理を実行するプログラムがインストールされるコ
ンピュータの一実施の形態の構成例を示している。
【０１９８】
　プログラムは、コンピュータに内蔵されている記録媒体としての記憶部４０８やROM（R
ead Only Memory）４０２に予め記録しておくことができる。
【０１９９】
　あるいはまた、プログラムは、リムーバブルメディア４１１に格納（記録）しておくこ
とができる。このようなリムーバブルメディア４１１は、いわゆるパッケージソフトウエ
アとして提供することができる。ここで、リムーバブルメディア４１１としては、例えば
、フレキシブルディスク、CD-ROM(Compact Disc Read Only Memory)，MO(Magneto Optica
l)ディスク，DVD(Digital Versatile Disc)、磁気ディスク、半導体メモリ等がある。
【０２００】
　なお、プログラムは、上述したようなリムーバブルメディア４１１からドライブ４１０
を介してコンピュータにインストールする他、通信網や放送網を介して、コンピュータに
ダウンロードし、内蔵する記憶部４０８にインストールすることができる。すなわち、プ
ログラムは、例えば、ダウンロードサイトから、デジタル衛星放送用の人工衛星を介して
、コンピュータに無線で転送したり、LAN(Local Area Network)、インターネットといっ
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たネットワークを介して、コンピュータに有線で転送することができる。
【０２０１】
　コンピュータは、CPU(Central Processing Unit)４０１を内蔵しており、CPU４０１に
は、バス４０４を介して、入出力インタフェース４０５が接続されている。
【０２０２】
　CPU４０１は、入出力インタフェース４０５を介して、ユーザによって、入力部４０６
が操作等されることにより指令が入力されると、それに従って、ROM４０２に格納されて
いるプログラムを実行する。あるいは、CPU４０１は、記憶部４０８に格納されたプログ
ラムを、RAM(Random Access Memory)４０３にロードして実行する。
【０２０３】
　これにより、CPU４０１は、上述したフローチャートにしたがった処理、あるいは上述
したブロック図の構成により行われる処理を行う。そして、CPU４０１は、その処理結果
を、必要に応じて、例えば、入出力インタフェース４０５を介して、出力部４０７から出
力、あるいは、通信部４０９から送信、さらには、記憶部４０８に記録等させる。
【０２０４】
　なお、入力部４０６は、キーボードや、マウス、マイク等で構成される。また、出力部
４０７は、LCD(Liquid Crystal Display)やスピーカ等で構成される。
【０２０５】
　ここで、本明細書において、コンピュータがプログラムに従って行う処理は、必ずしも
フローチャートとして記載された順序に沿って時系列に行われる必要はない。すなわち、
コンピュータがプログラムに従って行う処理は、並列的あるいは個別に実行される処理（
例えば、並列処理あるいはオブジェクトによる処理）も含む。
【０２０６】
　また、プログラムは、１のコンピュータ（プロセッサ）により処理されるものであって
も良いし、複数のコンピュータによって分散処理されるものであっても良い。さらに、プ
ログラムは、遠方のコンピュータに転送されて実行されるものであっても良い。
【０２０７】
［テレビジョン受像機の構成例］
　図１５は、本技術を適用した復号装置を用いるテレビジョン受像機の主な構成例を示す
ブロック図である。
【０２０８】
　図１５に示されるテレビジョン受像機５００は、地上波チューナ５１３、ビデオデコー
ダ５１５、映像信号処理回路５１８、グラフィック生成回路５１９、パネル駆動回路５２
０、および表示パネル５２１を有する。
【０２０９】
　地上波チューナ５１３は、地上アナログ放送の放送波信号を、アンテナを介して受信し
、復調し、映像信号を取得し、それをビデオデコーダ５１５に供給する。ビデオデコーダ
５１５は、地上波チューナ５１３から供給された映像信号に対してデコード処理を施し、
得られたデジタルのコンポーネント信号を映像信号処理回路５１８に供給する。
【０２１０】
　映像信号処理回路５１８は、ビデオデコーダ５１５から供給された映像データに対して
ノイズ除去などの所定の処理を施し、得られた映像データをグラフィック生成回路５１９
に供給する。
【０２１１】
　グラフィック生成回路５１９は、表示パネル５２１に表示させる番組の映像データや、
ネットワークを介して供給されるアプリケーションに基づく処理による画像データなどを
生成し、生成した映像データや画像データをパネル駆動回路５２０に供給する。また、グ
ラフィック生成回路５１９は、項目の選択などにユーザにより利用される画面を表示する
ための映像データ（グラフィック）を生成し、それを番組の映像データに重畳したりする
ことによって得られた映像データをパネル駆動回路５２０に供給するといった処理も適宜
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行う。
【０２１２】
　パネル駆動回路５２０は、グラフィック生成回路５１９から供給されたデータに基づい
て表示パネル５２１を駆動し、番組の映像や上述した各種の画面を表示パネル５２１に表
示させる。
【０２１３】
　表示パネル５２１はLCD（Liquid Crystal Display）などよりなり、パネル駆動回路５
２０による制御に従って番組の映像などを表示させる。
【０２１４】
　また、テレビジョン受像機５００は、音声A/D（Analog/Digital)変換回路５１４、音声
信号処理回路５２２、エコーキャンセル／音声合成回路５２３、音声増幅回路５２４、お
よびスピーカ５２５も有する。
【０２１５】
　地上波チューナ５１３は、受信した放送波信号を復調することにより、映像信号だけで
なく音声信号も取得する。地上波チューナ５１３は、取得した音声信号を音声A/D変換回
路５１４に供給する。
【０２１６】
　音声A/D変換回路５１４は、地上波チューナ５１３から供給された音声信号に対してA/D
変換処理を施し、得られたデジタルの音声信号を音声信号処理回路５２２に供給する。
【０２１７】
　音声信号処理回路５２２は、音声A/D変換回路５１４から供給された音声データに対し
てノイズ除去などの所定の処理を施し、得られた音声データをエコーキャンセル／音声合
成回路５２３に供給する。
【０２１８】
　エコーキャンセル／音声合成回路５２３は、音声信号処理回路５２２から供給された音
声データを音声増幅回路５２４に供給する。
【０２１９】
　音声増幅回路５２４は、エコーキャンセル／音声合成回路５２３から供給された音声デ
ータに対してD/A変換処理、増幅処理を施し、所定の音量に調整した後、音声をスピーカ
５２５から出力させる。
【０２２０】
　さらに、テレビジョン受像機５００は、デジタルチューナ５１６およびMPEGデコーダ５
１７も有する。
【０２２１】
　デジタルチューナ５１６は、デジタル放送（地上デジタル放送、BS（Broadcasting Sat
ellite）／CS（Communications Satellite）デジタル放送）の放送波信号を、アンテナを
介して受信し、復調し、MPEG-TS（Moving Picture Experts Group-Transport Stream）を
取得し、それをMPEGデコーダ５１７に供給する。
【０２２２】
　MPEGデコーダ５１７は、デジタルチューナ５１６から供給されたMPEG-TSに施されてい
るスクランブルを解除し、再生対象（視聴対象）になっている番組のデータを含むストリ
ームを抽出する。MPEGデコーダ５１７は、抽出したストリームを構成する音声パケットを
デコードし、得られた音声データを音声信号処理回路５２２に供給するとともに、ストリ
ームを構成する映像パケットをデコードし、得られた映像データを映像信号処理回路５１
８に供給する。また、MPEGデコーダ５１７は、MPEG-TSから抽出したEPG（Electronic Pro
gram Guide)データを図示せぬ経路を介してCPU５３２に供給する。
【０２２３】
　テレビジョン受像機５００は、このように映像パケットをデコードするMPEGデコーダ５
１７として、上述した復号装置１００を用いる。したがって、MPEGデコーダ５１７では、
復号装置１００の場合と同様に、イントラ予測を行う場合の符号化効率を向上させるよう
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に符号化された画像を復号することができる。
【０２２４】
　MPEGデコーダ５１７から供給された映像データは、ビデオデコーダ５１５から供給され
た映像データの場合と同様に、映像信号処理回路５１８において所定の処理が施される。
そして、所定の処理が施された映像データは、グラフィック生成回路５１９において、生
成された映像データ等が適宜重畳され、パネル駆動回路５２０を介して表示パネル５２１
に供給され、その画像が表示される。
【０２２５】
　MPEGデコーダ５１７から供給された音声データは、音声A/D変換回路５１４から供給さ
れた音声データの場合と同様に、音声信号処理回路５２２において所定の処理が施される
。そして、所定の処理が施された音声データは、エコーキャンセル／音声合成回路５２３
を介して音声増幅回路５２４に供給され、D/A変換処理や増幅処理が施される。その結果
、所定の音量に調整された音声がスピーカ５２５から出力される。
【０２２６】
　また、テレビジョン受像機５００は、マイクロホン５２６、およびA/D変換回路５２７
も有する。
【０２２７】
　A/D変換回路５２７は、音声会話用のものとしてテレビジョン受像機５００に設けられ
るマイクロホン５２６により取り込まれたユーザの音声の信号を受信する。A/D変換回路
５２７は、受信した音声信号に対してA/D変換処理を施し、得られたデジタルの音声デー
タをエコーキャンセル／音声合成回路５２３に供給する。
【０２２８】
　エコーキャンセル／音声合成回路５２３は、テレビジョン受像機５００のユーザ（ユー
ザＡ）の音声のデータがA/D変換回路５２７から供給されている場合、ユーザＡの音声デ
ータを対象としてエコーキャンセルを行う。そして、エコーキャンセル／音声合成回路５
２３は、エコーキャンセルの後、他の音声データと合成するなどして得られた音声のデー
タを、音声増幅回路５２４を介してスピーカ５２５より出力させる。
【０２２９】
　さらに、テレビジョン受像機５００は、音声コーデック５２８、内部バス５２９、SDRA
M（Synchronous Dynamic Random Access Memory)５３０、フラッシュメモリ５３１、CPU
５３２、USB（Universal Serial Bus) I/F５３３、およびネットワークI/F５３４も有す
る。
【０２３０】
　A/D変換回路５２７は、音声会話用のものとしてテレビジョン受像機５００に設けられ
るマイクロホン５２６により取り込まれたユーザの音声の信号を受信する。A/D変換回路
５２７は、受信した音声信号に対してA/D変換処理を施し、得られたデジタルの音声デー
タを音声コーデック５２８に供給する。
【０２３１】
　音声コーデック５２８は、A/D変換回路５２７から供給された音声データを、ネットワ
ーク経由で送信するための所定のフォーマットのデータに変換し、内部バス５２９を介し
てネットワークI/F５３４に供給する。
【０２３２】
　ネットワークI/F５３４は、ネットワーク端子５３５に装着されたケーブルを介してネ
ットワークに接続される。ネットワークI/F５３４は、例えば、そのネットワークに接続
される他の装置に対して、音声コーデック５２８から供給された音声データを送信する。
また、ネットワークI/F５３４は、例えば、ネットワークを介して接続される他の装置か
ら送信される音声データを、ネットワーク端子５３５を介して受信し、それを、内部バス
５２９を介して音声コーデック５２８に供給する。
【０２３３】
　音声コーデック５２８は、ネットワークI/F５３４から供給された音声データを所定の
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フォーマットのデータに変換し、それをエコーキャンセル／音声合成回路５２３に供給す
る。
【０２３４】
　エコーキャンセル／音声合成回路５２３は、音声コーデック５２８から供給される音声
データを対象としてエコーキャンセルを行い、他の音声データと合成するなどして得られ
た音声のデータを、音声増幅回路５２４を介してスピーカ５２５より出力させる。
【０２３５】
　SDRAM５３０は、CPU５３２が処理を行う上で必要な各種のデータを記憶する。
【０２３６】
　フラッシュメモリ５３１は、CPU５３２により実行されるプログラムを記憶する。フラ
ッシュメモリ５３１に記憶されているプログラムは、テレビジョン受像機５００の起動時
などの所定のタイミングでCPU５３２により読み出される。フラッシュメモリ５３１には
、デジタル放送を介して取得されたEPGデータ、ネットワークを介して所定のサーバから
取得されたデータなども記憶される。
【０２３７】
　例えば、フラッシュメモリ５３１には、CPU５３２の制御によりネットワークを介して
所定のサーバから取得されたコンテンツデータを含むMPEG-TSが記憶される。フラッシュ
メモリ５３１は、例えばCPU５３２の制御により、そのMPEG-TSを、内部バス５２９を介し
てMPEGデコーダ５１７に供給する。
【０２３８】
　MPEGデコーダ５１７は、デジタルチューナ５１６から供給されたMPEG-TSの場合と同様
に、そのMPEG-TSを処理する。このようにテレビジョン受像機５００は、映像や音声等よ
りなるコンテンツデータを、ネットワークを介して受信し、MPEGデコーダ５１７を用いて
デコードし、その映像を表示させたり、音声を出力させたりすることができる。
【０２３９】
　また、テレビジョン受像機５００は、リモートコントローラ５５１から送信される赤外
線信号を受光する受光部５３７も有する。
【０２４０】
　受光部５３７は、リモートコントローラ５５１からの赤外線を受光し、復調して得られ
たユーザ操作の内容を表す制御コードをCPU５３２に出力する。
【０２４１】
　CPU５３２は、フラッシュメモリ５３１に記憶されているプログラムを実行し、受光部
５３７から供給される制御コードなどに応じてテレビジョン受像機５００の全体の動作を
制御する。CPU５３２とテレビジョン受像機５００の各部は、図示せぬ経路を介して接続
されている。
【０２４２】
　USB I/F５３３は、USB端子５３６に装着されたUSBケーブルを介して接続される、テレ
ビジョン受像機５００の外部の機器との間でデータの送受信を行う。ネットワークI/F５
３４は、ネットワーク端子５３５に装着されたケーブルを介してネットワークに接続し、
ネットワークに接続される各種の装置と音声データ以外のデータの送受信も行う。
【０２４３】
　テレビジョン受像機５００は、MPEGデコーダ５１７として復号装置１００を用いること
により、イントラ予測を行う場合の符号化効率を向上させるように符号化された画像を復
号することができる。
【０２４４】
［携帯電話機の構成例］
　図１６は、本技術を適用した符号化装置および復号装置を用いる携帯電話機の主な構成
例を示すブロック図である。
【０２４５】
　図１６に示される携帯電話機６００は、各部を統括的に制御するようになされた主制御
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部６５０、電源回路部６５１、操作入力制御部６５２、画像エンコーダ６５３、カメラI/
F部６５４、LCD制御部６５５、画像デコーダ６５６、多重分離部６５７、記録再生部６６
２、変復調回路部６５８、および音声コーデック６５９を有する。これらは、バス６６０
を介して互いに接続されている。
【０２４６】
　また、携帯電話機６００は、操作キー６１９、CCD（Charge Coupled Devices）カメラ
６１６、液晶ディスプレイ６１８、記憶部６２３、送受信回路部６６３、アンテナ６１４
、マイクロホン（マイク）６２１、およびスピーカ６１７を有する。
【０２４７】
　電源回路部６５１は、ユーザの操作により終話および電源キーがオン状態にされると、
バッテリパックから各部に対して電力を供給することにより携帯電話機６００を動作可能
な状態に起動する。
【０２４８】
　携帯電話機６００は、CPU、ROMおよびRAM等でなる主制御部６５０の制御に基づいて、
音声通話モードやデータ通信モード等の各種モードで、音声信号の送受信、電子メールや
画像データの送受信、画像撮影、またはデータ記録等の各種動作を行う。
【０２４９】
　例えば、音声通話モードにおいて、携帯電話機６００は、マイクロホン（マイク）６２
１で集音した音声信号を、音声コーデック６５９によってデジタル音声データに変換し、
これを変復調回路部６５８でスペクトラム拡散処理し、送受信回路部６６３でデジタルア
ナログ変換処理および周波数変換処理する。携帯電話機６００は、その変換処理により得
られた送信用信号を、アンテナ６１４を介して図示しない基地局へ送信する。基地局へ伝
送された送信用信号（音声信号）は、公衆電話回線網を介して通話相手の携帯電話機に供
給される。
【０２５０】
　また、例えば、音声通話モードにおいて、携帯電話機６００は、アンテナ６１４で受信
した受信信号を送受信回路部６６３で増幅し、さらに周波数変換処理およびアナログデジ
タル変換処理し、変復調回路部６５８でスペクトラム逆拡散処理し、音声コーデック６５
９によってアナログ音声信号に変換する。携帯電話機６００は、その変換して得られたア
ナログ音声信号をスピーカ６１７から出力する。
【０２５１】
　更に、例えば、データ通信モードにおいて電子メールを送信する場合、携帯電話機６０
０は、操作キー６１９の操作によって入力された電子メールのテキストデータを、操作入
力制御部６５２において受け付ける。携帯電話機６００は、そのテキストデータを主制御
部６５０において処理し、LCD制御部６５５を介して、画像として液晶ディスプレイ６１
８に表示させる。
【０２５２】
　また、携帯電話機６００は、主制御部６５０において、操作入力制御部６５２が受け付
けたテキストデータやユーザ指示等に基づいて電子メールデータを生成する。携帯電話機
６００は、その電子メールデータを、変復調回路部６５８でスペクトラム拡散処理し、送
受信回路部６６３でデジタルアナログ変換処理および周波数変換処理する。携帯電話機６
００は、その変換処理により得られた送信用信号を、アンテナ６１４を介して図示しない
基地局へ送信する。基地局へ伝送された送信用信号（電子メール）は、ネットワークおよ
びメールサーバ等を介して、所定のあて先に供給される。
【０２５３】
　また、例えば、データ通信モードにおいて電子メールを受信する場合、携帯電話機６０
０は、基地局から送信された信号を、アンテナ６１４を介して送受信回路部６６３で受信
し、増幅し、さらに周波数変換処理およびアナログデジタル変換処理する。携帯電話機６
００は、その受信信号を変復調回路部６５８でスペクトラム逆拡散処理して元の電子メー
ルデータを復元する。携帯電話機６００は、復元された電子メールデータを、LCD制御部
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６５５を介して液晶ディスプレイ６１８に表示する。
【０２５４】
　なお、携帯電話機６００は、受信した電子メールデータを、記録再生部６６２を介して
、記憶部６２３に記録する（記憶させる）ことも可能である。
【０２５５】
　この記憶部６２３は、書き換え可能な任意の記憶媒体である。記憶部６２３は、例えば
、RAMや内蔵型フラッシュメモリ等の半導体メモリであってもよいし、ハードディスクで
あってもよいし、磁気ディスク、光磁気ディスク、光ディスク、USBメモリ、またはメモ
リカード等のリムーバブルメディアであってもよい。もちろん、これら以外のものであっ
てもよい。
【０２５６】
　さらに、例えば、データ通信モードにおいて画像データを送信する場合、携帯電話機６
００は、撮像によりCCDカメラ６１６で画像データを生成する。CCDカメラ６１６は、レン
ズや絞り等の光学デバイスと光電変換素子としてのCCDを有し、被写体を撮像し、受光し
た光の強度を電気信号に変換し、被写体の画像の画像データを生成する。その画像データ
を、カメラI/F部６５４を介して、画像エンコーダ６５３で、例えばMPEG２やMPEG４等の
所定の符号化方式によって圧縮符号化することにより符号化画像データに変換する。
【０２５７】
　携帯電話機６００は、このような処理を行う画像エンコーダ６５３として、上述した符
号化装置１０を用いる。したがって、画像エンコーダ６５３は、符号化装置１０の場合と
同様に、イントラ予測を行う場合の符号化効率を向上させることができる。
【０２５８】
　なお、携帯電話機６００は、このとき同時に、CCDカメラ６１６で撮像中にマイクロホ
ン（マイク）６２１で集音した音声を、音声コーデック６５９においてアナログデジタル
変換し、さらに符号化する。
【０２５９】
　携帯電話機６００は、多重分離部６５７において、画像エンコーダ６５３から供給され
た符号化画像データと、音声コーデック６５９から供給されたデジタル音声データとを、
所定の方式で多重化する。携帯電話機６００は、その結果得られる多重化データを、変復
調回路部６５８でスペクトラム拡散処理し、送受信回路部６６３でデジタルアナログ変換
処理および周波数変換処理する。携帯電話機６００は、その変換処理により得られた送信
用信号を、アンテナ６１４を介して図示しない基地局へ送信する。基地局へ伝送された送
信用信号（画像データ）は、ネットワーク等を介して、通信相手に供給される。
【０２６０】
　なお、画像データを送信しない場合、携帯電話機６００は、CCDカメラ６１６で生成し
た画像データを、画像エンコーダ６５３を介さずに、LCD制御部６５５を介して液晶ディ
スプレイ６１８に表示させることもできる。
【０２６１】
　また、例えば、データ通信モードにおいて、簡易ホームページ等にリンクされた動画像
ファイルのデータを受信する場合、携帯電話機６００は、基地局から送信された信号を、
アンテナ６１４を介して送受信回路部６６３で受信し、増幅し、さらに周波数変換処理お
よびアナログデジタル変換処理する。携帯電話機６００は、その受信信号を変復調回路部
６５８でスペクトラム逆拡散処理して元の多重化データを復元する。携帯電話機６００は
、多重分離部６５７において、その多重化データを分離して、符号化画像データと音声デ
ータとに分ける。
【０２６２】
　携帯電話機６００は、画像デコーダ６５６において、符号化画像データを、MPEG２やMP
EG４等の所定の符号化方式に対応した復号方式でデコードすることにより、再生動画像デ
ータを生成し、これを、LCD制御部６５５を介して液晶ディスプレイ６１８に表示させる
。これにより、例えば、簡易ホームページにリンクされた動画像ファイルに含まれる動画
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データが液晶ディスプレイ６１８に表示される。
【０２６３】
　携帯電話機６００は、このような処理を行う画像デコーダ６５６として、上述した復号
装置１００を用いる。したがって、画像デコーダ６５６は、復号装置１００の場合と同様
に、イントラ予測を行う場合の符号化効率を向上させるように符号化された画像を復号す
ることができる。
【０２６４】
　このとき、携帯電話機６００は、同時に、音声コーデック６５９において、デジタルの
音声データをアナログ音声信号に変換し、これをスピーカ６１７より出力させる。これに
より、例えば、簡易ホームページにリンクされた動画像ファイルに含まれる音声データが
再生される。
【０２６５】
　なお、電子メールの場合と同様に、携帯電話機６００は、受信した簡易ホームページ等
にリンクされたデータを、記録再生部６６２を介して、記憶部６２３に記録する（記憶さ
せる）ことも可能である。
【０２６６】
　また、携帯電話機６００は、主制御部６５０において、撮像されてCCDカメラ６１６で
得られた２次元コードを解析し、２次元コードに記録された情報を取得することができる
。
【０２６７】
　さらに、携帯電話機６００は、赤外線通信部６８１で赤外線により外部の機器と通信す
ることができる。
【０２６８】
　携帯電話機６００は、画像エンコーダ６５３として符号化装置１０を用いることにより
、イントラ予測を行う場合の符号化効率を向上させることができる。
【０２６９】
　また、携帯電話機６００は、画像デコーダ６５６として復号装置１００を用いることに
より、イントラ予測を行う場合の符号化効率を向上させるように符号化された画像を復号
することができる。
【０２７０】
　なお、以上において、携帯電話機６００が、CCDカメラ６１６を用いるように説明した
が、このCCDカメラ６１６の代わりに、CMOS（Complementary Metal Oxide Semiconductor
）を用いたイメージセンサ（CMOSイメージセンサ）を用いるようにしてもよい。この場合
も、携帯電話機６００は、CCDカメラ６１６を用いる場合と同様に、被写体を撮像し、被
写体の画像の画像データを生成することができる。
【０２７１】
　また、以上においては携帯電話機６００として説明したが、例えば、PDA（Personal Di
gital Assistants）、スマートフォン、UMPC（Ultra Mobile Personal Computer）、ネッ
トブック、ノート型パーソナルコンピュータ等、この携帯電話機６００と同様の撮像機能
や通信機能を有する装置であれば、どのような装置であっても携帯電話機６００の場合と
同様に、符号化装置１０および復号装置１００を適用することができる。
【０２７２】
［ハードディスクレコーダの構成例］
　図１７は、本技術を適用した符号化装置および復号装置を用いるハードディスクレコー
ダの主な構成例を示すブロック図である。
【０２７３】
　図１７に示されるハードディスクレコーダ（HDDレコーダ）７００は、チューナにより
受信された、衛星や地上のアンテナ等より送信される放送波信号（テレビジョン信号）に
含まれる放送番組のオーディオデータとビデオデータを、内蔵するハードディスクに保存
し、その保存したデータをユーザの指示に応じたタイミングでユーザに提供する装置であ
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る。
【０２７４】
　ハードディスクレコーダ７００は、例えば、放送波信号よりオーディオデータとビデオ
データを抽出し、それらを適宜復号し、内蔵するハードディスクに記憶させることができ
る。また、ハードディスクレコーダ７００は、例えば、ネットワークを介して他の装置か
らオーディオデータやビデオデータを取得し、それらを適宜復号し、内蔵するハードディ
スクに記憶させることもできる。
【０２７５】
　さらに、ハードディスクレコーダ７００は、例えば、内蔵するハードディスクに記録さ
れているオーディオデータやビデオデータを復号してモニタ７６０に供給し、モニタ７６
０の画面にその画像を表示させる。また、ハードディスクレコーダ７００は、モニタ７６
０のスピーカよりその音声を出力させることができる。
【０２７６】
　ハードディスクレコーダ７００は、例えば、チューナを介して取得された放送波信号よ
り抽出されたオーディオデータとビデオデータ、または、ネットワークを介して他の装置
から取得したオーディオデータやビデオデータを復号してモニタ７６０に供給し、モニタ
７６０の画面にその画像を表示させる。また、ハードディスクレコーダ７００は、モニタ
７６０のスピーカよりその音声を出力させることもできる。
【０２７７】
　もちろん、この他の動作も可能である。
【０２７８】
　図１７に示されるように、ハードディスクレコーダ７００は、受信部７２１、復調部７
２２、デマルチプレクサ７２３、オーディオデコーダ７２４、ビデオデコーダ７２５、お
よびレコーダ制御部７２６を有する。ハードディスクレコーダ７００は、さらに、EPGデ
ータメモリ７２７、プログラムメモリ７２８、ワークメモリ７２９、ディスプレイコンバ
ータ７３０、OSD（On Screen Display）制御部７３１、ディスプレイ制御部７３２、記録
再生部７３３、D/Aコンバータ７３４、および通信部７３５を有する。
【０２７９】
　また、ディスプレイコンバータ７３０は、ビデオエンコーダ７４１を有する。記録再生
部７３３は、エンコーダ７５１およびデコーダ７５２を有する。
【０２８０】
　受信部７２１は、リモートコントローラ（図示せず）からの赤外線信号を受信し、電気
信号に変換してレコーダ制御部７２６に出力する。レコーダ制御部７２６は、例えば、マ
イクロプロセッサなどにより構成され、プログラムメモリ７２８に記憶されているプログ
ラムに従って、各種の処理を実行する。レコーダ制御部７２６は、このとき、ワークメモ
リ７２９を必要に応じて使用する。
【０２８１】
　通信部７３５は、ネットワークに接続され、ネットワークを介して他の装置との通信処
理を行う。例えば、通信部７３５は、レコーダ制御部７２６により制御され、チューナ（
図示せず）と通信し、主にチューナに対して選局制御信号を出力する。
【０２８２】
　復調部７２２は、チューナより供給された信号を、復調し、デマルチプレクサ７２３に
出力する。デマルチプレクサ７２３は、復調部７２２より供給されたデータを、オーディ
オデータ、ビデオデータ、およびEPGデータに分離し、それぞれ、オーディオデコーダ７
２４、ビデオデコーダ７２５、またはレコーダ制御部７２６に出力する。
【０２８３】
　オーディオデコーダ７２４は、入力されたオーディオデータを、例えばMPEG方式でデコ
ードし、記録再生部７３３に出力する。ビデオデコーダ７２５は、入力されたビデオデー
タを、例えばMPEG方式でデコードし、ディスプレイコンバータ７３０に出力する。レコー
ダ制御部７２６は、入力されたEPGデータをEPGデータメモリ７２７に供給し、記憶させる
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。
【０２８４】
　ディスプレイコンバータ７３０は、ビデオデコーダ７２５またはレコーダ制御部７２６
より供給されたビデオデータを、ビデオエンコーダ７４１により、例えばNTSC（National
 Television Standards Committee）方式のビデオデータにエンコードし、記録再生部７
３３に出力する。また、ディスプレイコンバータ７３０は、ビデオデコーダ７２５または
レコーダ制御部７２６より供給されるビデオデータの画面のサイズを、モニタ７６０のサ
イズに対応するサイズに変換する。ディスプレイコンバータ７３０は、画面のサイズが変
換されたビデオデータを、さらに、ビデオエンコーダ７４１によってNTSC方式のビデオデ
ータに変換し、アナログ信号に変換し、ディスプレイ制御部７３２に出力する。
【０２８５】
　ディスプレイ制御部７３２は、レコーダ制御部７２６の制御のもと、OSD（On Screen D
isplay）制御部７３１が出力したOSD信号を、ディスプレイコンバータ７３０より入力さ
れたビデオ信号に重畳し、モニタ７６０のディスプレイに出力し、表示させる。
【０２８６】
　モニタ７６０にはまた、オーディオデコーダ７２４が出力したオーディオデータが、D/
Aコンバータ７３４によりアナログ信号に変換されて供給されている。モニタ７６０は、
このオーディオ信号を内蔵するスピーカから出力する。
【０２８７】
　記録再生部７３３は、ビデオデータやオーディオデータ等を記録する記憶媒体としてハ
ードディスクを有する。
【０２８８】
　記録再生部７３３は、例えば、オーディオデコーダ７２４より供給されるオーディオデ
ータを、エンコーダ７５１によりMPEG方式でエンコードする。また、記録再生部７３３は
、ディスプレイコンバータ７３０のビデオエンコーダ７４１より供給されるビデオデータ
を、エンコーダ７５１によりMPEG方式でエンコードする。記録再生部７３３は、そのオー
ディオデータの符号化データとビデオデータの符号化データとをマルチプレクサにより合
成する。記録再生部７３３は、その合成データをチャネルコーディングして増幅し、その
データを、記録ヘッドを介してハードディスクに書き込む。
【０２８９】
　記録再生部７３３は、再生ヘッドを介してハードディスクに記録されているデータを再
生し、増幅し、デマルチプレクサによりオーディオデータとビデオデータに分離する。記
録再生部７３３は、デコーダ７５２によりオーディオデータおよびビデオデータをMPEG方
式でデコードする。記録再生部７３３は、復号したオーディオデータをD/A変換し、モニ
タ７６０のスピーカに出力する。また、記録再生部７３３は、復号したビデオデータをD/
A変換し、モニタ７６０のディスプレイに出力する。
【０２９０】
　レコーダ制御部７２６は、受信部７２１を介して受信されるリモートコントローラから
の赤外線信号により示されるユーザ指示に基づいて、EPGデータメモリ７２７から最新のE
PGデータを読み出し、それをOSD制御部７３１に供給する。OSD制御部７３１は、入力され
たEPGデータに対応する画像データを発生し、ディスプレイ制御部７３２に出力する。デ
ィスプレイ制御部７３２は、OSD制御部７３１より入力されたビデオデータをモニタ７６
０のディスプレイに出力し、表示させる。これにより、モニタ７６０のディスプレイには
、EPG（電子番組ガイド）が表示される。
【０２９１】
　また、ハードディスクレコーダ７００は、インターネット等のネットワークを介して他
の装置から供給されるビデオデータ、オーディオデータ、またはEPGデータ等の各種デー
タを取得することができる。
【０２９２】
　通信部７３５は、レコーダ制御部７２６に制御され、ネットワークを介して他の装置か
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ら送信されるビデオデータ、オーディオデータ、およびEPGデータ等の符号化データを取
得し、それをレコーダ制御部７２６に供給する。レコーダ制御部７２６は、例えば、取得
したビデオデータやオーディオデータの符号化データを記録再生部７３３に供給し、ハー
ドディスクに記憶させる。このとき、レコーダ制御部７２６および記録再生部７３３が、
必要に応じて再エンコード等の処理を行うようにしてもよい。
【０２９３】
　また、レコーダ制御部７２６は、取得したビデオデータやオーディオデータの符号化デ
ータを復号し、得られるビデオデータをディスプレイコンバータ７３０に供給する。ディ
スプレイコンバータ７３０は、ビデオデコーダ７２５から供給されるビデオデータと同様
に、レコーダ制御部７２６から供給されるビデオデータを処理し、ディスプレイ制御部７
３２を介してモニタ７６０に供給し、その画像を表示させる。
【０２９４】
　また、この画像表示に合わせて、レコーダ制御部７２６が、復号したオーディオデータ
を、D/Aコンバータ７３４を介してモニタ７６０に供給し、その音声をスピーカから出力
させるようにしてもよい。
【０２９５】
　さらに、レコーダ制御部７２６は、取得したEPGデータの符号化データを復号し、復号
したEPGデータをEPGデータメモリ７２７に供給する。
【０２９６】
　以上のようなハードディスクレコーダ７００は、ビデオデコーダ７２５、デコーダ７５
２、およびレコーダ制御部７２６に内蔵されるデコーダとして復号装置１００を用いる。
したがって、ビデオデコーダ７２５、デコーダ７５２、およびレコーダ制御部７２６に内
蔵されるデコーダは、復号装置１００の場合と同様に、イントラ予測を行う場合の符号化
効率を向上させるように符号化された画像を復号することができる。
【０２９７】
　また、ハードディスクレコーダ７００は、エンコーダ７５１として符号化装置１０を用
いる。したがって、エンコーダ７５１は、符号化装置１０の場合と同様に、イントラ予測
を行う場合の符号化効率を向上させることができる。
【０２９８】
　なお、以上においては、ビデオデータやオーディオデータをハードディスクに記録する
ハードディスクレコーダ７００について説明したが、もちろん、記録媒体はどのようなも
のであってもよい。例えばフラッシュメモリ、光ディスク、またはビデオテープ等、ハー
ドディスク以外の記録媒体を適用するレコーダであっても、上述したハードディスクレコ
ーダ７００の場合と同様に、符号化装置１０および復号装置１００を適用することができ
る。
【０２９９】
［カメラの構成例］
　図１８は、本技術を適用した符号化装置および復号装置を用いるカメラの主な構成例を
示すブロック図である。
【０３００】
　図１８に示されるカメラ８００は、被写体を撮像し、被写体の画像をLCD８１６に表示
させたり、それを画像データとして、記録メディア８３３に記録したりする。
【０３０１】
　レンズブロック８１１は、光（すなわち、被写体の映像）を、CCD/CMOS８１２に入射さ
せる。CCD/CMOS８１２は、CCDまたはCMOSを用いたイメージセンサであり、受光した光の
強度を電気信号に変換し、カメラ信号処理部８１３に供給する。
【０３０２】
　カメラ信号処理部８１３は、CCD/CMOS８１２から供給された電気信号を、Ｙ，Ｃｒ，Ｃ
ｂの色差信号に変換し、画像信号処理部８１４に供給する。画像信号処理部８１４は、コ
ントローラ８２１の制御の下、カメラ信号処理部８１３から供給された画像信号に対して
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所定の画像処理を施したり、その画像信号をエンコーダ８４１で例えばMPEG方式により符
号化したりする。画像信号処理部８１４は、画像信号を符号化して生成した符号化データ
を、デコーダ８１５に供給する。さらに、画像信号処理部８１４は、オンスクリーンディ
スプレイ（OSD）８２０において生成された表示用データを取得し、それをデコーダ８１
５に供給する。
【０３０３】
　以上の処理において、カメラ信号処理部８１３は、バス８１７を介して接続されるDRAM
（Dynamic Random Access Memory）８１８を適宜利用し、必要に応じて画像データや、そ
の画像データが符号化された符号化データ等をそのDRAM８１８に保持させる。
【０３０４】
　デコーダ８１５は、画像信号処理部８１４から供給された符号化データを復号し、得ら
れた画像データ（復号画像データ）をLCD８１６に供給する。また、デコーダ８１５は、
画像信号処理部８１４から供給された表示用データをLCD８１６に供給する。LCD８１６は
、デコーダ８１５から供給された復号画像データの画像と表示用データの画像を適宜合成
し、その合成画像を表示する。
【０３０５】
　オンスクリーンディスプレイ８２０は、コントローラ８２１の制御の下、記号、文字、
または図形からなるメニュー画面やアイコンなどの表示用データを、バス８１７を介して
画像信号処理部８１４に出力する。
【０３０６】
　コントローラ８２１は、ユーザが操作部８２２を用いて指令した内容を示す信号に基づ
いて、各種処理を実行するとともに、バス８１７を介して、画像信号処理部８１４、DRAM
８１８、外部インタフェース８１９、オンスクリーンディスプレイ８２０、およびメディ
アドライブ８２３等を制御する。FLASH ROM８２４には、コントローラ８２１が各種処理
を実行する上で必要なプログラムやデータ等が格納される。
【０３０７】
　例えば、コントローラ８２１は、画像信号処理部８１４やデコーダ８１５に代わって、
DRAM８１８に記憶されている画像データを符号化したり、DRAM８１８に記憶されている符
号化データを復号したりすることができる。このとき、コントローラ８２１は、画像信号
処理部８１４やデコーダ８１５の符号化・復号方式と同様の方式によって符号化・復号処
理を行うようにしてもよいし、画像信号処理部８１４やデコーダ８１５が対応していない
方式により符号化・復号処理を行うようにしてもよい。
【０３０８】
　また、例えば、操作部８２２から画像印刷の開始が指示された場合、コントローラ８２
１は、DRAM８１８から画像データを読み出し、それを、バス８１７を介して外部インタフ
ェース８１９に接続されるプリンタ８３４に供給して印刷させる。
【０３０９】
　さらに、例えば、操作部８２２から画像記録が指示された場合、コントローラ８２１は
、DRAM８１８から符号化データを読み出し、それを、バス８１７を介してメディアドライ
ブ８２３に装着される記録メディア８３３に供給して記憶させる。
【０３１０】
　記録メディア８３３は、例えば、磁気ディスク、光磁気ディスク、光ディスク、または
半導体メモリ等の、読み書き可能な任意のリムーバブルメディアである。記録メディア８
３３は、もちろん、リムーバブルメディアとしての種類も任意であり、テープデバイスで
あってもよいし、ディスクであってもよいし、メモリカードであってもよい。もちろん、
非接触ICカード等であっても良い。
【０３１１】
　また、メディアドライブ８２３と記録メディア８３３を一体化し、例えば、内蔵型ハー
ドディスクドライブやSSD（Solid State Drive）等のように、非可搬性の記憶媒体により
構成されるようにしてもよい。
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　外部インタフェース８１９は、例えば、USB入出力端子などで構成され、画像の印刷を
行う場合に、プリンタ８３４と接続される。また、外部インタフェース８１９には、必要
に応じてドライブ８３１が接続され、磁気ディスク、光ディスク、あるいは光磁気ディス
クなどのリムーバブルメディア８３２が適宜装着され、それらから読み出されたコンピュ
ータプログラムが、必要に応じて、FLASH ROM８２４にインストールされる。
【０３１３】
　さらに、外部インタフェース８１９は、LANやインターネット等の所定のネットワーク
に接続されるネットワークインタフェースを有する。コントローラ８２１は、例えば、操
作部８２２からの指示に従って、DRAM８１８から符号化データを読み出し、それを外部イ
ンタフェース８１９から、ネットワークを介して接続される他の装置に供給させることが
できる。また、コントローラ８２１は、ネットワークを介して他の装置から供給される符
号化データや画像データを、外部インタフェース８１９を介して取得し、それをDRAM８１
８に保持させたり、画像信号処理部８１４に供給したりすることができる。
【０３１４】
　以上のようなカメラ８００は、デコーダ８１５として復号装置１００を用いる。したが
って、デコーダ８１５は、復号装置１００の場合と同様に、イントラ予測を行う場合の符
号化効率を向上させるように符号化された画像を復号することができる。
【０３１５】
　また、カメラ８００は、エンコーダ８４１として符号化装置１０を用いる。したがって
、エンコーダ８４１は、符号化装置１０の場合と同様に、イントラ予測を行う場合の符号
化効率を向上させることができる。
【０３１６】
　なお、コントローラ８２１が行う復号処理に復号装置１００の復号方法を適用するよう
にしてもよい。同様に、コントローラ８２１が行う符号化処理に符号化装置１０の符号化
方法を適用するようにしてもよい。
【０３１７】
　また、カメラ８００が撮像する画像データは動画像であってもよいし、静止画像であっ
てもよい。
【０３１８】
　もちろん、符号化装置１０および復号装置１００は、上述した装置以外の装置やシステ
ムにも適用可能である。
【０３１９】
　なお、本技術の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本技術
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【０３２０】
　１０　符号化装置，　１３　演算部，　１４　直交変換部，　１６　可逆符号化部，　
４１　候補予測画像生成部，　４３　予測モード判定部，　４５　イントラスキップ判定
部，　５１　MostProbableMode生成部，　５２　差分モード生成部，　１００　復号装置
，　１０１　蓄積バッファ，　１０２　可逆復号部，　１０５　加算部，　１２３　予測
画像生成部，　１３１　MostProbableMode生成部，　１３２　予測モード再構築部
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